
は
じ
め
に

庄
内
地
方
に
は
、
鶴
岡
、
酒
田
の
二
都
が
あ
る
。
鶴
岡
で
は
、
元
和
八
年
（
一
六
二

二
）、
藩
主
の
酒
井
忠
勝
が
鶴
ヶ
岡
城
に
居
城
と
定
め
て
以
降
、
一
四
万
石
に
ふ
さ
わ

し
い
城
下
町
を
形
成
す
る
た
め
、
城
下
の
拡
張
整
備
や
町
割
り
が
行
わ
れ
た
。
三
の
丸

を
拡
張
し
て
役
所
や
中
級
以
上
の
武
家
屋
敷
を
置
き
、
そ
の
東
と
南
に
は
町
人
町
を
置

い
た
。
町
人
町
に
は
、
商
人
町
で
あ
る
荒
町
、
下
肴
町
、
八
間
町
、
五
日
町
、
三
日
町
、

十
日
町
、
一
日
市
町
、
南
町
、
七
日
町
、
上
肴
町
、
新
町
、
こ
の
外
側
に
鍛
冶
町
、
檜

物
町
、
銀
町
な
ど
の
職
人
町
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
は
寺
院
、
家
中
屋
敷
、
給

人
町
を
配
し
て
い
る
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
御
国
目
付
へ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

人
口
は
家
中
二
五
九
七
人
、
給
人
扶
持
方
町
人
共
六
六
〇
九
人
、
町
人
八
四
九
九
人
の

計
一
万
七
七
〇
五
人
で
あ
っ
た
。
庄
内
藩
は
、
一
国
一
城
令
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
鶴
ヶ
岡
城
の
他
に
酒
田
の
亀
ヶ
崎
城
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
鶴
ヶ
岡
城
に
は
藩
主

が
、
亀
ヶ
崎
城
に
は
家
老
格
の
要
職
が
居
城
し
た
と
い
う
。
亀
ヶ
崎
城
下
は
米
屋
町

組
・
内
町
組
と
酒
田
町
組
か
ら
成
り
、
酒
田
町
は
廻
船
業
を
主
と
す
る
有
力
商
人
の
三

十
六
人
衆
に
よ
っ
て
自
治
運
営
さ
れ
て
い
た
。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
の
町
割
家
数

人
数
書
上
帳
で
は
、
町
数
四
九
、
家
数
二
二
五
一
、
人
口
一
万
二
六
〇
四
人
で
、
本
町
、

中
町
、
糟
谷
小
路
、
地
持
院
小
路
、
地
蔵
院
小
路
、
大
工
町
な
ど
の
町
名
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る

（（
11
））

。
鶴
岡
と
酒
田
は
、
一
七
世
紀
に
は
城
下
町
と
商
人
町
と
い
う
性
格
の
異
な
る

都
市
と
し
て
成
立
し
、
鶴
岡
は
こ
の
地
方
に
お
け
る
政
治
的
な
中
心
地
、
酒
田
は
経
済

的
な
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
。

現
在
、
鶴
岡
市
と
酒
田
市
で
は
、
三
月
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
「
庄
内
ひ
な
街
道
」

と
称
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

鶴
岡
市
内
で
は
荘
内
神
社
、
致
道
博
物
館
、
旧
風
間
家
丙
申
堂
、
三
井
家
蔵
屋
敷
な
ど
、

酒
田
市
内
で
は
本
間
家
旧
本
邸
、
本
間
美
術
館
、
酒
田
夢
の
倶
楽
、
相
馬
楼
な
ど
が
会

場
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
敷
に
雛
人
形
が
並
べ
ら
れ
、
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
。
こ
う
し
た
会
場
で
は
、
寛
永
風
の
立
雛
を
は
じ
め
、
享
保
雛

（（
２２
））

、
次
郎
左
衛
門
雛
、

有
職
雛
、
古
今
雛
な
ど
が
同
時
に
展
示
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
雛
人
形
の
推
移
を
一
度
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
存
す
る
享
保
雛
や
次
郎
左
衛
門
雛
な
ど
か
ら
、
庄
内
地
方
で
は
、
遅
く
と
も
近
世

中
期
に
は
、
上
方
製
で
あ
れ
江
戸
製
で
あ
れ
、
最
高
水
準
の
雛
人
形
を
鑑
賞
す
る
慣
習

が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
雛
人
形
に
供
え
る
「
飾
り
物
」
に
も
同
様
の

歴
史
性
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
で
注
目
で
き
る
の
が
、
菓
子
職
人
が
そ
の
技
を
駆
使
し
た
工
芸
品
と
も
い
え

る
「
雛
菓
子
」
と
、
縮
緬
な
ど
の
端
布
で
菓
子
と
同
様
の
意
匠
を
凝
ら
し
た
「
押
絵
雛

菓
子
」
を
は
じ
め
と
す
る
細
工
物
で
あ
る
。
現
在
の
「
庄
内
ひ
な
街
道
」
の
会
場
で

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
雛
人
形
に
加
え
、
こ
う
し
た
華
や
か
な

飾
り
物
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
雛
祭
り
の
飾
り
物
で
あ
る
「
雛
菓
子
」
や
「
押
絵
雛
菓
子
」
の
詳
細
を

検
討
し
な
が
ら
、
飾
り
物
が
地
域
に
定
着
し
て
い
く
過
程
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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庄内地方における雛祭りの飾り物

庄
内
地
方
に
お
け
る
雛
祭
り
の
飾
り
物
　
│
雛
菓
子
と
押
絵
雛
菓
子
│
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呂
美



一
　
雛
菓
子
の
概
要

（
一
）

雛
菓
子
の
分
布

雛
菓
子
が
全
国
的
に
ど
の
よ
う
に
分
布
す
る
の
か
を
見
て
い
く
と
、
倉
田
美
恵
は

「
日
本
の
食
生
活
全
集

（（
３３
））

」（
以
下
「
全
集
」）
か
ら
全
国
の
雛
菓
子
を
一
覧
し
、
菱
餅
、

草
餅
以
外
の
菓
子
の
分
布
を
図
に
示
し
て
い
る

（（
４４
））

。
倉
田
は
特
に
材
料
に
着
目
し
、
菱
餅
、

あ
ら
れ
以
外
の
雛
菓
子
は
、材
料
と
し
て
米
粉
を
使
用
し
て
い
る
地
域
が
圧
倒
的
だ
が
、

鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
で
は
小
麦
粉
を
使
用
し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
一
覧
か
ら
、
全
国
的
に
菱
餅
、
草
餅
以
外
の
雛
菓
子
と
し
て
も
っ

と
も
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
あ
ら
れ
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

山
形
県
内
で
は
、
庄
内
平
野
に
「
あ
ら
れ
」「
か
た
も
ち
」、
村
上
山
間
「
炒
り
豆
と

あ
ら
れ
か
ら
煎
り
」、
県
北
最
上
に
「
栗
蒸
し
羊
羹
」
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

本
稿
で
取
り
上
げ
る
工
芸
的
な
雛
菓
子
の
分
布
は
見
ら
れ
な
い
が
、
次
章
で
述
べ
る
よ

う
に
、
鶴
岡
の
近
世
の
記
録
か
ら
、
す
で
に
菓
子
屋
か
ら
雛
菓
子
を
購
入
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、「
全
集
」
の
内
容
を
見
渡
す
と
、
県
別
に
か
な

り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
の
結
果
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
と
も
か
く
も
、「
全
集
」

の
結
果
は
、
現
在
鶴
岡
市
内
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
雛
菓
子
は
、
全
国
的
に
は
分
布
し
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
で
、「
全
集
」
に
は
、
各
家
で
つ
く
ら
れ
る
雛
菓
子
の
中
に
も
菓
子
の
名
称
に

雛
菓
子
と
し
て
の
性
格
が
意
識
さ
れ
た
も
の
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
岩
手

県
遠
野
の
「
ひ
な
ま
ん
じ
ゅ
う
」、
同
県
中
央
に
「
節
句
だ
ん
ご
（
花
ま
ん
じ
ゅ
う
）」、

愛
知
県
尾
張
海
岸
の
「
ひ
な
だ
ん
ご
」、
佐
賀
平
野
に
「
節
句
だ
ん
ご
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
岩
手
の
花
ま
ん
じ
ょ
う
は
成
形
の
た
め
の
木
型
な
ど
の
道
具
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
各
家
で
作
ら
れ
る
雛
菓
子
に
も
専
門
の
道
具
が
用
い
ら
れ
、
特
別
な
意
匠
を

凝
ら
し
て
作
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
愛
知
県
尾
張
地
方
の
「
お
こ
し
も

ん
（
お
し
も
ん
）」、
岐
阜
県
恵
那
地
方
の
「
か
ら
す
み
」
な
ど
も
そ
れ
に
当
て
は
ま
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
う
し
た
菓
子
も
菓
子
屋
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）

文
献
に
見
る
雛
菓
子
の
地
域
性

本
節
で
は
、
各
地
の
雛
菓
子
の
様
子
を
文
献
上
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。
中
世
の
資

料
は
少
な
い
が
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
豊
後
国
大
友
家
の
『
当
家
年
中
作
法
日

記
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る

（（
５５
））

。

三
月
三
日
、
ふ
つ
も
ち
い
被
参
候
。
二
日
の
夜
、
ふ
つ
枕
贄
殿
よ
り
調
、
あ
け
申

候
。
夫
を
三
日
の
朝
、
申
請
候
て
、
風
呂
の
時
、
行
水
に
入
也
。
三
日
の
椀
飯
、

宇
目
村
よ
り
参
。
猪
一
丸
、
草
も
ち
い
一
折
也
。
此
猪
、
毎
年
公
文
所
江
遣
也
。

此
草
も
ち
い
に
て
、
も
ゝ
の
酒
被
参
候
。
こ
の
く
さ
も
ち
い
参
候
ニ
、
は
し
ハ
打

甲
候
へ
共
、
は
し
に
て
不
用
也
。
宿
老
へ
対
面
有
。
草
も
ち
い
に
て
、
御
酒
也
。

祝
過
候
て
、
磯
遊
有
。

こ
の
よ
う
に
、
豊
後
の
大
友
家
で
は
、
上
巳
の
節
供
に
ふ
つ
も
ち
（
よ
も
ぎ
餅
）
を
食

べ
、
行
水
の
水
に
よ
も
ぎ
を
入
れ
、
祝
儀
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
磯
遊
び
を
し
た
と
い
う
。

菓
子
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
よ
も
ぎ
餅
の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
時
代
、
砂
糖
は

高
価
な
贈
答
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
鹿
苑
日
録
』、『
多
門
院
日
記
』、『
実
隆
公
記
』

な
ど
の
史
料
か
ら
わ
か
っ
て
お
り
、
砂
糖
を
用
い
た
菓
子
が
展
開
す
る
の
は
近
世
以
降

の
こ
と
で
あ
る

（（
６６
））

。

近
世
の
記
録
と
し
て
は
、
ま
ず
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
）
の
「
諸
国
風
俗
問

状
答
」
か
ら
見
て
み
た
い
。

三
日
、
ひ
な
祭
の
事
、
草
の
餅
を
菱
に
き
り
た
る
、
又
桃
の
花
等
通
例
、
何
そ
異

な
る
品
も
候
哉
、
菓
子
は
魚
鳥
の
形
を
ら
く
が
む
に
て
作
り
た
る
通
例
、
猶
、
こ

と
な
る
も
候
哉
、
草
之
餅
は
ゝ
こ
草
を
も
用
候
哉
。

と
の
問
い
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
回
答
は
本
稿
に
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関
係
が
あ
る
地
方
だ
け
を
抜
き
出
し
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る

（（
７７
））

。（
傍
線
筆
者
）

①
北
越
月
令
（
新
潟
県
長
岡
）

桃
の
節
句
と
唱
へ
、
餅
を
搗
て
の
し
ひ
ら
め
、
菱
形
に
切
て
、
三
五
枚
宛
親
し
き
方

へ
お
く
る
。
白
き
又
蓬
を
搗
交
て
あ
を
き
も
あ
り
。
是
を
草
餅
と
い
ふ
。
人
に
お
く

る
に
は
熨
斗
包
に
桃
の
枝
を
さ
し
て
そ
ゆ
る
。
寒
国
な
れ
ば
此
節
に
咲
け
る
桃
花
は

お
ほ
か
た
な
し
。
ひ
な
棚
は
二
段
三
だ
ん
に
し
て
毛
せ
ん
を
か
け
、
上
段
に
内
裏
雛
、

又
京
雛
其
外
種
々
の
人
形
、
大
名
様
な
ど
か
ざ
る
も
あ
り
。
か
の
草
餅
の
菱
に
切
た

る
を
供
へ
、
と
こ
ろ
の
根
を
煮
て
さ
さ
ぐ
る
を
定
例
と
し
、
又
白
酒
を
そ
な
ふ
。
雛

の
膳
部
を
と
と
の
へ
お
き
て
、
児
女
等
煮
や
き
し
て
そ
な
ふ
る
も
あ
り
。
又
手
毬
に

種
々
の
模
様
を
ぬ
ひ
て
さ
さ
ぐ
る
も
あ
り
。
長
岡
の
辺
は
雪
深
け
れ
ば
桃
の
花
を
作

り
、
花
の
島
台
を
つ
く
り
て
さ
さ
ぐ
。
児
女
子
手
毬
を
弄
ぶ
事
、
此
節
を
も
は
ら
と

す
。

②
越
後
国
長
岡
領
（
新
潟
県
長
岡
）

草
の
餅
は
よ
も
ぎ
を
用
う
。
古
志
郡
は
こ
と
さ
ら
雪
の
深
け
れ
ば
、
桃
の
花
も
時
を

う
し
な
ふ
事
、
い
つ
の
年
も
同
じ
。
よ
て
多
く
作
り
花
の
島
台
を
用
ふ
。
児
女
子
手

毬
を
弄
ぶ
事
、
此
節
を
も
は
ら
と
す
。

③
伊
勢
国
白
子
領
（
三
重
県
鈴
鹿
）

神
酒
の
瓶
子
に
桃
花
を
挿
し
て
供
ふ
る
な
り
。
雛
祭
、
草
餅

又
紅
黄
白
の
餅

を
◇
如
此
切
り
て
、
重
ね
供
す
る
也
。
此
外
五
色
の
菓
子
を
供
ふ
。
又
餅
花
を
桃
桜

等
の
花
に
挿
交
へ
て
供
ふ
。
御
膳
は
必
蛤
・
あ
さ
り
・
蜆
等
を
和
た
る
あ
さ
つ
き
膾

を
用
ふ
。
御
酒
多
く
白
酒
也
。

女
子
初
生
、
初
雛
の
家
へ
は
、
親
属

懇
意
の
家
々
よ
り
雛
を
贈
る
な
り
。

④
若
狭
国
小
浜
領
（
福
井
県
小
浜
）

草
の
餅
を
ひ
し
に
切
、
又
く
わ
し
に
は
、
魚
鳥
の
形
を
ら
く
が
ん
に
て
作
り
候
類
よ

り
外
に
異
な
る
事
な
く
、
は
は
こ
草
に
て
餅
を
作
る
事
無
御
座
候
。
京
師
な
ど
の
風

と
違
ひ
、
酒
は
白
酒
を
用
ひ
候
。

⑤
備
後
国
福
山
領
（
広
島
県
福
山
）

人
形
は
、
内
裏
雛
、
紙
雛
、
武
者
人
形
、
何
方
も
同
事
に
候
哉
。
這
子
人
形
と
申
て
、

二
歳
計
の
す
か
た
を
、
外
の
雛
よ
り
大
に
仕
候
。
裸
に
候
故
、
着
物
は
家
々
に
製
し

き
せ
候
。
供
物
は
、
菱
餅
又
蛤
の
外
、
有
合
の
品
に
て
鳥
魚
の
形
の
菓
子
等
求
候
事

無
御
座
候
。
菱
餅
に
は
青
豆
粉
に
柚
の
葉
を
ひ
き
ま
し
へ
て

候
。
餅
は
よ
も
き

の
み
に
て
、
は
ゝ
こ
草
を
用
ゐ
不
申
。
桃
、
柳
を
家
々
の
軒
に
ふ
き
そ
へ
申
候
。
城

下
に
は
雛
荒
し
と
申
、
童
男
打
寄
り
家
々
へ
参
り
、
菓
子
抔
給
荒
し
申
候
事
御
座
候
。

塩
浜
に
は
家
来
へ
酒
を
出
し
、
菱
餅
七
つ
、
日
雇
に
定
め
た
る
人
々
に
三
つ
宛
遣
し

候
。
初
竈
と
て
、
此
比
塩
を
た
き
初
候
時
も
、
お
も
た
ち
た
る
働
人
に
膳
を
す
へ
、

酒
を
出
し
候
。

⑥
紀
伊
国
和
歌
山
（
和
歌
山
県
和
歌
山
）

雛
を
ま
つ
る
に
は
、
二
月
末
よ
り
上
巳
迄
に
祭
る
。
青
黄
白
の
菱
に
切
し
餅
を
、
三

重
ね
備
へ
て
、
小
豆
飯
・
煎
物
・
焼
肴
等
、
料
理
物
の
数
々
を
重
組
も
つ
て
備
之
。

此
外
、
菓
子
か
ら
類
な
ど
に
、
生
花
桃
花
咲
合
す
れ
、
桃
花
な
と
に
し
て
備
之
。

家
々
に
よ
り
て
ま
つ
り
方
に
か
は
り
あ
れ
ど
も
、
通
例
は
此
通
り
な
り
。

⑦
阿
波
国
（
徳
島
県
）

下
段
に
は
雛
の
調
度
を
飾
、
蓬
餅
を
菱
形
に
し
て
備
へ
、
柿
・
蜜
柑
・
鯛
・
鮎
な
と

を
生
菓
子
に
て
作
り
、
あ
る
ひ
は
、
は
ぜ
・
落
雁
の
魚
鳥
貝
類
分
葱

を
供
、
花

籠
に
桃
桜
を
生
け
申
候
。
親
類
・
近
所
へ
草
餅
を
贈
り
申
候
。
尤
は
は
こ
草
は
も
ち

ひ
不
申
候
。

こ
れ
ら
「
諸
国
風
俗
問
状
答
」
の
中
か
ら
、
菓
子
を
用
い
る
も
の
を
見
て
い
く
と
、

伊
勢
国
白
子
領
で
は
「
五
色
の
菓
子
」
を
供
え
て
い
る
。
こ
の
五
色
の
菓
子
と
は
、
如

何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

若
狭
国
小
浜
領
で
は
魚
鳥
の
形
を
し
た
落
雁
、紀
伊
国
和
歌
山
で
は「
菓
子
か
う
類
」、

阿
波
国
で
は
、
生
菓
子
で
作
っ
た
柿
・
蜜
柑
・
鯛
・
鮎
、
落
雁
の
魚
鳥
を
供
え
て
い
る
。

阿
波
国
で
は
唯
一
生
菓
子
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
材
料
に
よ
る
も

此
外
は
異
な
る

事
な
し
。

蓬
を
用
ふ
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の
か
は
不
明
で
あ
る
。

菓
子
を
用
い
な
い
事
例
で
は
、
越
後
国
で
は
「
手
毬
に
種
々
の
模
様
を
ぬ
ひ
て
さ
さ

げ
」
た
り
、「
作
り
花
の
島
台
」
を
供
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
作
り
花
の

島
台
と
は
、
州
浜
台
に
桃
の
造
花
を
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
島
台
と
と
も
に
色
鮮
や

か
な
手
毬
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
で
は
、
菓
子
で
は
な
い
が
、
目
出
度
さ

を
象
徴
す
る
飾
り
物
で
雛
節
供
の
祝
儀
性
を
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、

備
後
国
福
山
領
の
よ
う
に
、
桃
や
柳
家
々
の
軒
に
葺
い
て
い
る
例
か
ら
は
、
祝
儀
性
よ

り
も
厄
払
い
の
性
格
が
強
く
見
て
と
れ
る

（（
８８
））

。

と
こ
ろ
で
、
備
後
国
福
山
領
の
答
え
に
「
城
下
に
は
雛
荒
し
と
申
、
童
男
打
寄
り
、

家
々
へ
参
り
菓
子
な
ど
給
荒
し
申
し
候
事
御
座
候
。」
と
あ
る
。
女
児
の
節
供
に
際
し
、

男
児
が
「
雛
荒
し
」
と
し
て
家
々
を
回
り
、
菓
子
を
貰
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
静
岡

県
東
部
地
域
で
は
、
か
つ
て
女
児
が
盆
行
事
で
あ
る
「
ボ
ン
ガ
マ
」
を
行
っ
て
い
た
が
、

こ
の
時
も
男
児
が
ボ
ン
ガ
マ
を
壊
し
に
き
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
男
女
の
や
り
と
り
に

は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
考
察
し
て
み
た
い
。

こ
の
よ
う
に
「
諸
国
風
俗
問
状
答
」
で
は
、
鳥
や
魚
を
模
し
た
雛
菓
子
は
、
近
畿
地

方
と
四
国
東
部
地
方
に
偏
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
雛
菓
子
の
在
地
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
問
い
の
中
に
「
菓
子
は
魚
鳥
の
形
を
ら
く
が
む
に
て
作
り
た
る
通
例
」

と
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
年
間
の
江
戸
の
知
識
人
の
間
で
は
、
上
巳
の
節
供
に

魚
鳥
の
形
状
を
し
た
落
雁
を
用
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
ま
た
、
質

問
者
が
菓
子
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
の
は
、
雛
菓
子
に
何
ら
か
の
地
域
性
を

意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
宝
暦
年
間
以
降
に
見
聞
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
『
宝
暦

現
来
集
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

（（
９９
））

。

雛
菓
子
売
、
安
永
中
比
迄
は
、
雛
の
菓
子
や
菓
子
袋
と
云
ふ
て
売
歩
行
た
り
、
是

は
い
や
し
き
落
雁
に
て
、
三
寸
位
よ
り
六
七
寸
に
至
り
、
鯛
又
松
竹
梅
の
形
杯
に

致
し
臺
へ
乗
せ
、
大
な
る
は
三
枚
七
二
文
位
、
小
な
る
は
三
枚
二
四
文
三
二
文
く

ら
い
に
て
、
一
通
り
の
初
雛
は
、
是
に
て
祝
儀
物
遣
し
済
た
る
も
の
な
り
、
其
後

は
此
菓
子
売
一
向
に
来
ら
ず

安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
半
ば
の
江
戸
に
は
、
粗
末
な
落
雁
を
売
り
歩
く
「
雛

菓
子
売
り
」
が
い
た
と
い
う
。
鯛
や
松
竹
梅
の
落
雁
は
、
台
に
の
せ
て
飾
ら
れ
、
初
節

供
の
家
に
は
、
こ
れ
を
贈
答
品
に
し
た
と
い
う
が
、
文
化
年
間
の
「
諸
国
風
俗
問
状
答
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
風
俗
が
、
す
で
に
安
永
年
間
の
江
戸
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
安
永
年
間
以
後
は
こ
う
し
た
行
商
の
雛
菓
子
売
り
は
来
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
一
八
世
紀
末
の
江
戸
で
は
こ
う
し
た
菓
子
を
扱
う
店
が
出
て
来
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
江
戸
郊
外
の
村
々
で
の
雛
菓
子
の
様
子
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
様
子
を
見

せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
彦
根
藩
世
田
谷
郷
代
官
の
大
場
家
第
十
代
弥
十
郎
の
記
録
、

『
家
例
年
中
行
事
』（
文
化
六
年
・
一
八
〇
九
）
で
は
、
三
月
三
日
は
「
上
巳
節
句
祝
」

と
し
て
、
朝
祝
に
「
草
餅
」、「
女
子
有
之
時
ハ
雛
江
白
酒
上
ル
。
菱
餅
、
蛤
共
上
ル
。」

と
あ
る
。
浄
光
寺
や
仙
蔵
院
に
は
「
菱
、
草
餅
」
を
「
五
ツ
ヅ
ゝ
」
納
め
、
近
所
、
親

類
并
懇
意
の
者
に
も
同
様
に
す
る
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
菓
子
に
つ
い
て
の
記
述

は
な
い

（（
1100
））

。
こ
の
こ
と
は
、
落
雁
な
ど
を
供
え
る
習
わ
し
が
町
場
の
習
俗
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

近
世
の
地
方
都
市
で
の
雛
祭
り
に
関
す
る
記
録
を
「
諸
国
風
俗
問
状
答
」
以
外
に
も

見
て
み
た
い
。

①
『
三
原
志
稿
』（
広
島
県
三
原
市
）

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

草
の
餅
、
桃
花
酒
祝
ふ
。
又
ひ
ゐ
な
あ
そ
ひ
、
い
に
し
へ
に
十
倍
し
て
華
麗
也
。

此
日
エ
イ
コ
ゝ
と
て
、
人
々
は
東
は
米
田
山
、
西
は
野
畑
山
、
大
畑
山
に
登
る
。

子
供
は
麾
を
持
、
柳
太
刀
を
差

ゑ
い
こ
ゝ

山
こ
ゝ
、
と
掛
声
し
て
登
る
。

絶
頂
に
到
り
割
子
さ
ゞ

柳
の
皮
を
削
り
、
柄
の
処
は
残
し
て
、
糸
を
巻

し
形
に
菱
形
を
付
る
、
此
事
今
は
た
へ
た
り
。

桜
山
は
登
る
こ
と
を

禁
せ
ら
る
ゝ
な
り
。
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。



え
取
出
し
賑
ふ
。

又
磯
は
汐
干
と
て
、
老
若
男
女
、
蛤
、
磯

菜
な
と
拾
ひ
、
山
海
の
遊
戯
あ
り
。
此
ご
ろ
、
木
原
桃
林
の
盛
開
、
又
一
奇
観
に

し
て
、
海
辺
の
山
は
た
に
咲
乱
た
る
、
舟
に
て
の
詠
め
、
夕
波
に
う
つ
る
紅
錦
の

色
一
し
ほ
な
り

（（
1111
））

。

②
『
歳
時
謾
録
』（
福
井
県
敦
賀
市
周
辺
）

文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）

上
巳
節
句
御
礼
。
雛
遊
、
上
代
は
七
歳
未
満
の
女
子
の
遊
び
の
様
に
源
氏
物
語
な

と
に
見
え
た
れ
ど
も
、
当
代
は
長
幼
の
女
子
一
統
の
遊
び
な
り
。
破
魔
弓
餝
、
年

始
児
童
の
翫
ひ
な
る
を
如
何
な
る
故
に
や
前
々
よ
り
上
巳
を
は
ま
弓
の
節
と
す
。

一
説
に
寛
永
十
五
年
戊
寅
、
宰
相
忠
昌
卿
の
御
子
長
松
君
御
誕
生
あ
り
、
其
年
の

冬
雪
深
く
京
都
よ
り
調
進
の
は
ま
弓
、
山
の
内
の
雪
に
支
へ
ら
れ
て
翌
年
正
月
に

漸
く
到
着
す
る
に
依
、歳
首
の
御
餝
な
り
か
た
く
三
月
節
句
に
御
餝
あ
り
し
以
後
、

一
統
の
例
と
な
れ
る
よ
し
を
い
へ
り
。
去
な
か
ら
慥
な
る
記
録
も
な
く
人
口
に
伝

ふ
る
の
み
に
し
て
拠
と
す
る
に
た
ら
す

（（
1122
））

。

③
『
恵
美
草
』（
佐
渡
市
相
川
町
）
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）

雛
ま
つ
り
て
ふ
こ
と
す
と
て
、
大
方
の
家
に
て
、
お
く
ま
り
た
る
所
に
、
あ
や
む

し
ろ
敷
き
わ
た
し
、
公
卿
の
御
い
も
せ
の
か
た
ち
し
た
る
を
は
じ
め
、
ふ
え
・

つ
ゞ
み
な
ど
も
ち
て
散
楽
に
よ
し
あ
る
た
ぐ
ひ
ま
で
も
、
と
り
つ
ら
ね
た
り
。
そ

が
中
に
、
さ
つ
き
の
五
日
の
物
し
て
、
闘
レ

勇
之
戯
と
か
書
に
見
え
た
る
、
も

の
ゝ
ふ
の
形
さ
へ
ま
じ
へ
た
る
は
、
さ
る
心
し
ら
び
も
な
く
、
ひ
た
ぶ
る
に
よ
そ

ひ
か
ざ
ら
む
と
お
も
ふ
よ
り
、
思
ひ
よ
れ
る
な
る
べ
し
。
こ
は
も
と
巳
の
日
の
は

ら
へ
に
用
る
人
が
た
よ
り
お
こ
り
て
、
其
禊
に
な
せ
る
を
、
や
が
て
ひ
な
が
た
と

も
い
へ
り
と
な
む
。
は
た
白
き
酒
を
壷
に
入
れ
て
、
口
に
は
桃
の
や
ゝ
ふ
ゝ
め
る

枝
を
さ
し
、
は
ゝ
こ
の
も
ち
ひ
物
の
ふ
た
に
も
り
た
る
な
ど
、
け
ふ
に
あ
へ
る
め

づ
ら
し
さ
、
い
は
む
か
た
な
く
い
と
つ
き

く
し

（（
1133
））

。

④
『
尾
陽
歳
事
記
』（
名
古
屋
及
び
尾
張
地
方
）

天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）

上
巳
御
祝
儀
御
登
城
。
良
賤
佳
節
を
祝
す
。
艾
餅
桃
花
酒
炒
豆
等
を
以
て
時
食
と

せ
り
。
女
子
雛
祭
二
月
の
末
よ
り
屋
中
に
段
を
か
ま
へ
て
是
を
飾
る
な
り
。
当
才

の
女
子
あ
る
家
に
は
初
の
節
句
と
て
分
て
祝
ふ

（（
1144
））

。

『
三
原
志
稿
』
や
『
歳
時
謾
録
』
は
「
諸
国
風
俗
問
状
答
」
と
同
時
代
の
成
立
で
あ
る
。

『
三
原
志
稿
』
で
は
、
雛
祭
り
は
か
つ
て
の
十
倍
ほ
ど
華
や
か
に
行
わ
れ
て
い
る
と
あ

る
が
、
詳
し
い
内
容
の
記
述
が
な
く
、
菓
子
は
草
餅
だ
け
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

と
は
別
に
、
人
々
は
山
や
海
に
出
か
け
、
山
の
頂
上
で
は
割
子
サ
ザ
エ
を
広
げ
、
海
で

は
蛤
、
磯
菜
な
ど
を
取
っ
て
、
桃
林
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
諸
国

風
俗
問
状
答
」
の
備
後
国
福
山
領
に
あ
っ
た
「
桃
、
柳
を
家
々
の
軒
に
ふ
き
そ
へ
候
。」

に
類
似
し
た
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
磯
田
湖
龍
斎
が
描
い
た
安
永
頃
の
錦
絵
に
は
、
初
期
の
雛
祭
り
の
飾
り

物
と
い
え
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
〈
図
１
〉。
図
の
右
下
を
見
る
と
、
女
の
膝
の
前

に
端
布
と
鋏
、
糸
が
置
か
れ
、
貝
に
端
布
を
被
せ
て
細
工
し
た
飾
り
物
が
の
っ
て
い
る
。

左
側
の
飾
り
棚
に
は
蛤
が
供
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
貝
の
飾
り
物
は
こ
の
蛤
を
加
工
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
蛤
を
飾
り
物
に
す
る
発
想
は
、
大
名
家
の
婚
礼
の
持
参
す
る
調
度

の
中
で
特
に
重
用
視
さ
れ
た
貝
桶
に
根
ざ
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
基
層

に
は
『
三
原
志
稿
』
や
さ
ら
に
古
い
『
当
家
年
中
作
法
日
記
』
に
も
あ
る
磯
遊
び
の
習

俗
が
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

『
歳
時
謾
録
』
で
は
、

雛
祭
り
を
「
長
幼
の
女

子
一
統
の
遊
び
」
と
す

る
だ
け
で
詳
し
い
記
述

は
な
い
が
、
こ
こ
で
は

上
巳
の
節
句
を
「
は
ま

弓
の
節
」
と
呼
ん
で
お

り
、
そ
の
由
来
と
し
て
、
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庄内地方における雛祭りの飾り物

図１　有坂與太郎著『日本雛祭考』
（昭和６年）から引用

三
月
尽
、
郊
岳
に
韶
光

を
賞
と
い
ふ
に
似
た
り



寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）、
京
都
か
ら
正
月
の
た
め
に
取
り
寄
せ
て
い
た
破
魔
弓
の

飾
り
が
雪
の
た
め
到
着
せ
ず
、
三
月
の
節
句
に
飾
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
書

か
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
半
ば
に
は
、
敦
賀
周
辺
の
高
家
で
は
、
破
魔
弓
の
よ
う
な
縁

起
物
の
飾
り
を
京
都
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
興
味
深
い
。

『
恵
美
草
』
で
は
、
戸
外
に
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
、
そ
こ
に
雛
人
形
ば
か
り
か
端
午

節
供
に
飾
る
武
者
人
形
ま
で
も
が
並
べ
、
む
や
み
に
飾
り
た
て
て
い
る
様
子
を
伝
え
て

い
る
。
筆
者
の
蔵
田
茂
樹
は
佐
渡
奉
行
の
地
役
人
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
過
剰
な
装
飾

よ
り
も
、
白
酒
の
壷
に
桃
を
挿
し
、
容
器
の
蓋
に
盛
っ
た
は
は
こ
餅
の
様
子
に
新
鮮
味

を
感
じ
、
趣
深
い
と
書
い
て
い
る
。

『
尾
陽
歳
事
記
』
で
は
、「
良
賤
佳
節
を
祝
す
」
と
し
、
天
保
期
に
は
庶
民
層
に
も

節
供
を
祝
う
こ
と
が
習
慣
化
さ
れ
て
お
り
、
食
べ
物
と
し
て
「
艾
餅
桃
花
酒
炒
豆
等
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
女
児
の
家
で
は
、
初
節
供
を
通
常

の
節
供
と
は
別
に
祝
っ
て
い
る
と
あ
る
。

こ
こ
に
上
げ
た
記
録
か
ら
は
、
生
菓
子
や
落
雁
と
い
っ
た
雛
菓
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
文
化
文
政
期
に
は
、
雛
祭
り
の
飾
り
が
華
美
に
な
り
、
天
保
期
に
は
そ
の

風
習
が
庶
民
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
歳
時
謾
録
』
か
ら
は
、
京
都
の
文

化
が
お
よ
そ
二
百
年
を
経
て
、
在
地
化
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
の
記
録
か
ら
は
、
文
化
年
間
以
降
、
雛
祭
り
や
雛
菓
子
を
飾
る

こ
と
が
地
方
ご
と
に
広
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
定
着
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
予
測

で
き
る
。
次
章
で
は
、
地
方
に
お
け
る
雛
菓
子
の
定
着
化
の
例
と
し
て
、
庄
内
地
方
の

雛
菓
子
を
見
て
み
た
い
。

二
　
庄
内
地
方
の
雛
菓
子

（
一
）

庄
内
地
方
の
雛
菓
子
の
実
態

現
在
、
鶴
岡
市
で
は
、
雛
祭
り
が
近
づ
く
二
月
末
か
ら
、
繁
華
街
の
菓
子
店
に
は
色

鮮
や
か
な
雛
菓
子
が
並
ぶ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
菓
子
は
郊
外
の
ス
ー
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
も
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
店
が
同
じ
雛
菓
子
を
作
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
店
が
異
な
れ
ば
、
雛
菓
子
の
内
容
も
変
わ
る
。
鶴
岡
市
と
酒

田
市
の
菓
子
職
人
の
方
々
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雛
菓
子
に
つ
い
て
聞
き
書
き
し
た
内
容

を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
事
例
１
】
鶴
岡
市
　
梅
津
菓
子
店
　
梅
津
善
一
氏
（
昭
和
一
八
年
生
ま
れ
）

①
菓
子
の
種
類
と
製
法

梅
津
菓
子
店
は
、
屋
号
を
善
兵
衛
と
い
い
、
梅
津
氏
で
十
代
目
に
な
る
と
い
う
。
梅

津
氏
は
、
菓
子
の
技
術
を
七
〇
歳
で
亡
く
な
っ
た
父
親
か
ら
学
ん
だ
が
、
一
五
歳
か
ら

二
四
年
間
は
鶴
岡
の
菓
子
店
（
太
田
屋
）
で
修
業
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
菓
子
作
り
を
学
ん

だ
と
い
う
。

梅
津
菓
子
店
で
は
、
米
の
粉
と
白
砂
糖
で
藤
や
桃
の
押
物
の
打
ち
菓
子
（
落
雁
）
と

飴
細
工
（
有
平
糖
）
な
ど
を
合
わ
せ
て
「
盛
菓
子
」〈
写
真
２
〉
と
い
う
一
組
の
雛
菓

子
に
し
て
い
る
。
菓
子
の
並
べ
方
は
決
ま
っ
て
お
り
、
盛
る
菓
子
の
多
さ
に
よ
っ
て
、

千
五
百
円
、
二
千
円
、
三
千
円
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
二
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
良

く
売
れ
る
。
か
つ
て
も
、
雛
菓
子
は
市
で
は
売
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

雛
菓
子
と
し
て
必
ず
つ
け
る
も
の
は
、「
菊
一
」
で
、
こ
れ
を
一
番
下
に
敷
く
。
菊

一
は
直
径
三
〇
セ
ン
チ
の
大
き
な
半
菊
の
下
に
一
の
字
が
引
か
れ
た
落
雁
で
あ
る
。
菊

一
が
な
ぜ
こ
の
雛
菓
子
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
羽
黒
山
の
山
伏
修
行

で
あ
る
「
冬
の
峰
」
で
振
舞
わ
れ
る
「
大
及
酒

お
お
い
ざ
け

」（
精
進
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
）
に
も

落
雁
の
菊
一
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
庄
内
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
モ
チ
ー
フ
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
こ
の
上
に
、「
膝
折
り
」「
お
多
福
」「
鯛
」「
波
」「
桃
」「
藤
」「
茸
」「
巻

貝
」
な
ど
を
置
く
。
膝
折
り
と
は
、
雛
人
形
を
飾
る
時
に
、
前
面
か
ら
見
る
と
縦
縞
模

様
の
あ
る
畳
の
よ
う
な
台
で
あ
る
と
い
う

（（
1155
））

。

さ
ら
に
「
脇
付
」
と
い
っ
て
「
膝
折
り
」
と
「
お
多
福
」
の
左
右
に
つ
け
る
も
の
が
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庄内地方における雛祭りの飾り物

（see p. 29）

鶴岡市　梅津菓子店

写真１　梅津善一氏

写真４　梅津菓子店の木型

写真３　宮城野

写真２　
雛菓子の並び方は決まっている。

筍の木型の上に「司」とある。
木型の裏にはすべて「梅善」
の焼き印がある。

写真５
梅津氏が飴菓子を伸ばす際用いる棒。壁に
木の棒を差し込み、棒に飴を引っかけて伸
ばす。

鶴岡市　住吉屋菓子舗

写真６　本間三雄氏

写真９　
自分の手に合った竹ベラを使う。

写真７　雛菓子が並ぶ店頭。

写真８　
本間氏の道具箱（右上）と、手製の竹ベラ（左）と型紙（右）



（see p. 30）

写真10 五十嵐順一氏

鶴岡市　久栄堂

酒田市　小松屋

押 絵 雛 菓 子

写真11
左が五十嵐氏作、右が筆者作

写真12
道具は自分で工夫する。竹ベラの右
側はタケノコの細い筋をつける時に
使う。型紙も自分で切り抜く。

写真16 鶴岡市旧風間家丙申堂の押絵雛菓子
バンケ（フキノトウ）も供えられている。

写真15
木型は３枚。「下司板」と呼ばれる
真ん中の板は、菓子を立体的に仕上
げる役目をする。木型の裏には「形
司精巧堂」の焼印がある。

写真14 小松屋の「飾り菓子」
写真13 小松尚氏



（see p. 31）

押　 絵　 雛

写真17 本間家旧本邸で近年販売していた押絵雛菓子
（本間美術館所蔵）

写真18 押絵雛菓子（久栄堂・五十嵐家所蔵）

写真22 『裁縫おさいくもの』（明治42年）口絵
（日本玩具博物館による復刻版（平成８年）から引用）

写真19 押絵雛
内裏雛が恵比寿と大黒を抱えている。

写真20 押絵雛　子ども獅子舞

写真21 押絵雛　『義経千本桜』「道行」 （写真19～21、細工物１～32 羽黒町手向　土岐智子氏所蔵）

写真23 絵葉書
県立酒田高等女学校創立25周年記念バザー
（三上重義『絵はがきが伝える庄内酒田写真集』から引用）



（see p. 32）

細工物（押絵・袋物）

細工物14 細工物16細工物14

細工物11 細工物12 細工物13

細工物７ 細工物８ 細工物９ 細工物10

細工物１

細工物４

細工物３
細工物２

細工物５ 細工物６



（see p. 33）

細工物30 細工物31 細工物32

細工物17 細工物18 細工物19

細工物20 細工物21 細工物22 細工物23

細工物24 細工物25 細工物26

細工物28細工物27 細工物29



（see p. 34）

写真25 傘福（酒田市海向寺粟島観音堂）
八日講の女性たちが作って納める（上・下）。

写真24 傘福（鶴岡市七日町観音堂）
細工物の下には女性の名前の短冊がある。

写真28 鶴岡市羽黒町手向　
聖山稲荷神社（左）と東福稲荷神
社（右上・下）に奉納されたチョ
ンベッコサマ

写真27
鶴岡市羽黒町手向の
吉田よし子氏

写真26 傘福（酒田市旧山王クラブ）
酒田市商工会議所の女性たちが作っている。

傘　　　福



あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
宮
城
野
」「
岩
ぼ
た
ん
」「
ぶ
ど
う
」「
丸
菊
」「
短
冊
」「
旭
日
」

「
福
寿
草
」
な
ど
が
あ
る
。
菊
一
の
他
に
、
桃
と
藤
も
必
ず
つ
け
る
と
い
う
。
桃
は

「
桃
の
節
供
」、
藤
は
子
ど
も
の
「
無
事
」
を
意
味
す
る
た
め
だ
と
い
う
。

落
雁
で
作
ら
れ
る
の
は
、
菊
一
、
お
多
福
、
鯛
、
桃
、
藤
、
ゼ
ン
マ
イ
、
筍
、
福
寿

草
な
ど
で
あ
る
。
落
雁
を
作
る
手
順
は
、
ま
ず
砂
糖
を
飴
水
で
湿
ら
せ
る
。
飴
水
は
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
澱
粉
か
ら
で
き
た
飴
に
水
を
加
え
た
も
の
で
、
落
雁
の
堅
さ
は
こ
の
飴
水

で
決
ま
る
。
乾
燥
し
た
後
の
固
さ
を
考
え
、
握
り
具
合
で
加
減
す
る
が
、
こ
こ
が
職
人

の
技
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
ジ
ョ
ウ
ナ
ン
と
い
う
米
の
粉
を
入
れ
る
。
糯
米
の
粉
に
は
、

粗
い
方
か
ら
ナ
ン
キ
ン
、
ジ
ョ
ウ
ナ
ン
、
ヒ
キ
ワ
リ
、
ミ
ジ
ン
コ
と
呼
ば
れ
る
ラ
ン
ク

が
あ
り
、
ジ
ョ
ウ
ナ
ン
は
中
く
ら
い
の
粗
さ
で
あ
る
と
い
う
。
ミ
ジ
ン
コ
は
雲
平
細
工

に
使
う
。
こ
の
米
粉
は
青
森
や
新
庄
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
木
型
に

詰
め
乾
燥
さ
せ
る
。

色
を
つ
け
る
場
合
は
、
砂
糖
に
食
紅
な
ど
を
混
ぜ
る
。
そ
の
他
に
は
、
茶
色
に
ニ
ッ

キ
、
緑
色
に
は
抹
茶
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
何
色
か
使
う
場
合
は
、

そ
の
模
様
が
出
る
よ
う
に
色
を
重
ね
て
い
く
。
た
と
え
ば
桃
で
あ
れ
ば
、
は
じ
め
に
木

型
に
桃
色
の
落
雁
を
の
せ
、
そ
の
上
に
白
い
落
雁
を
の
せ
る
の
で
あ
る
。
唯
一
の
道
具

で
あ
る
木
型
は
、
か
な
り
使
い
込
ま
れ
た
も
の
で
、
裏
面
に
「
梅
善
」
の
焼
き
印
が
あ

る
〈
写
真
４
〉。
木
型
は
雛
菓
子
作
り
の
時
に
し
か
使
わ
な
い
。
か
つ
て
は
祝
い
の
折

詰
め
菓
子
の
鯛
な
ど
を
作
る
時
に
使
っ
て
い
た
が
、
今
は
こ
う
し
た
注
文
は
少
な
く
な

っ
た
。

梅
津
氏
は
こ
の
木
型
を
宝
物
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
木
型
は
熱
い
湯
を
使
わ
ず
、

柔
ら
か
い
布
で
洗
っ
て
い
る
。
使
っ
て
い
る
う
ち
に
木
型
が
減
っ
た
場
合
は
、
仏
壇
屋

で
そ
の
ま
ま
深
く
彫
っ
て
も
ら
う
。
米
沢
の
オ
タ
カ
ポ
ッ
ポ
を
彫
る
人
が
木
型
を
彫
っ

て
く
れ
る
ら
し
い
が
、
非
常
に
高
価
で
あ
る
と
い
う
。

膝
折
り
、
波
、
大
根
、
赤
蕪
、
巻
貝
、
茸
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
は
有
平
（
飴
）
で
作

る
。
有
平
は
砂
糖
と
水
飴
で
作
る
。
砂
糖
に
水
と
水
飴
を
い
れ
、
一
三
五
度
ま
で
煮
詰

め
、
別
の
冷
や
し
容
器
に
入
れ
、
水
に
浮
か
べ
た
容
器
を
回
し
な
が
ら
、
な
る
べ
く
最

小
限
の
手
加
減
で
透
明
な
飴
の
状
態
ま
で
冷
ま
す
。
そ
の
後
、
白
く
な
る
ま
で
何
度
も

引
っ
張
る
。
壁
に
穴
を
あ
け
た
場
所
に
木
の
棒
を
挿
し
〈
写
真
５
〉、
こ
の
木
に
飴
を

巻
き
付
け
て
引
く
。
棒
を
金
属
に
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
熱
の
伝
導
が
う
ま
く
い
か
な

い
の
か
、
飴
が
す
ぐ
パ
リ
パ
リ
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
や
は
り
木
が
良
い
そ
う
で
あ

る
。
飴
が
細
い
糸
の
よ
う
に
立
ち
、
空
気
が
入
っ
て
白
く
濁
っ
て
き
た
ら
、
手
で
形
作

る
。
た
だ
し
、
色
物
は
引
か
ず
、
透
明
な
う
ち
に
色
粉
を
い
れ
て
お
く
。

膝
折
り
の
よ
う
に
縞
模
様
に
す
る
場
合
は
、
ま
ず
白
い
飴
を
長
方
形
に
伸
ば
し
、
こ

の
上
に
赤
色
と
白
色
の
帯
を
付
け
る
。
こ
れ
を
左
右
に
引
き
伸
ば
す
。
そ
れ
を
半
分
に

切
り
、
二
枚
を
並
べ
て
く
っ
つ
け
て
、
ま
た
左
右
に
引
き
伸
ば
す
。
こ
の
作
業
を
繰
り

返
す
。
出
来
上
が
っ
た
飴
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
桶
型
の
上
に
の
せ
て
カ
ー
ブ
を
つ
け

る
。脇

付
の
「
宮
城
野
」
は
、
白
砂
糖
を
一
三
〇
度
く
ら
い
ま
で
煮
詰
め
て
、
冷
め
た
ら

よ
く
か
き
ま
ぜ
て
白
濁
さ
せ
る
。
干
し
た
シ
ソ
の
花
が
枯
れ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
を
付

け
る
。
仙
台
の
宮
城
野
の
萩
の
花
に
見
立
て
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
三
つ
叉
に
な

っ
た
も
の
が
良
く
、
三
本
槍
に
見
立
て
た
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

落
雁
の
固
さ
は
水
飴
の
量
で
調
節
す
る
。
雛
菓
子
は
、
口
溶
け
が
良
く
食
べ
や
す
い

よ
う
、
ま
た
目
方
を
多
く
す
る
よ
う
、
甘
さ
を
不
足
に
し
て
い
る
（
少
な
め
に
し
て
い

る
）。
そ
の
た
め
、
崩
れ
や
す
い
の
で
、
鯛
に
は
尾
が
折
れ
な
い
よ
う
に
ツ
マ
ヨ
ウ
ジ

を
入
れ
て
お
く
。
土
産
物
屋
で
扱
う
モ
ロ
コ
シ
な
ど
は
、
崩
れ
な
い
よ
う
固
め
に
仕
上

げ
る
も
の
だ
と
い
う
。

店
に
は
雛
菓
子
の
製
法
を
書
き
残
し
た
も
の
は
な
い
が
、
昔
は
鶴
岡
の
ど
こ
の
菓
子

屋
で
も
こ
う
し
た
菓
子
を
つ
く
っ
た
も
の
で
、
雛
祭
り
の
時
期
は
、
街
中
が
菓
子
屋
の

祭
り
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
手
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
今
で
は
盛
菓
子
を
作
っ
て

い
る
の
は
こ
の
店
だ
け
で
、
梅
津
氏
は
菓
子
の
技
術
が
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
。
修
業
に
来
る
人
は
な
く
、
も
し
来
た
と
し
て
も
機
械
を
使
わ
ず
、
手
間
の
か
か
る
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仕
事
な
の
で
続
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
。
そ
の
大
変
な
菓
子
を
な
ぜ
作
り
続
け
て
い
る

の
か
を
う
か
が
う
と
、
梅
津
氏
は
「
人
に
真
似
さ
れ
な
い
か
ら
」
と
い
う
。

梅
津
氏
の
母
で
あ
る
フ
ミ
氏
（
大
正
九
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
雛
菓
子
を
雛
壇
に

上
げ
て
お
く
と
、
家
の
子
ど
も
や
近
所
の
子
ど
も
が
食
べ
る
の
で
、
だ
ん
だ
ん
な
く
な

っ
て
い
く
も
の
で
、
特
に
学
校
の
先
生
や
オ
ヤ
カ
タ
（
裕
福
な
人
）
の
家
に
子
ど
も
た

ち
は
「
お
ひ
な
様
見
に
来
ま
し
た
」
と
い
っ
て
訪
問
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
押
絵
雛
菓

子
に
関
し
て
は
、
終
戦
後
、
砂
糖
が
な
い
こ
ろ
、
お
金
持
ち
が
菓
子
の
代
わ
り
に
用
意

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

②
「
宮
城
野
」
に
つ
い
て

梅
津
菓
子
店
の
雛
菓
子
に
あ
る
脇
付
の
「
宮
城
野
」
は
、
鶴
岡
市
内
の
他
の
菓
子
店

で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
〈
写
真
３
〉。
と
こ
ろ
が
、
日
本
橋
本
石
町
に
本
店
を
構

え
、
徳
川
家
御
用
達
の
菓
子
屋
で
あ
っ
た
「
金
沢
丹
後
」
の
「
雛
形
帳
」（
慶
應
四

年
・
一
八
六
八
）
に
は
「
宮
城
野
」
と
名
付
け
ら
れ
た
菓
子
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る

（（
1166
））

〈
図
２
〉。
こ
れ
は
梅
津
菓
子
店
の
「
宮
城
野
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
金
沢
丹
後

の
創
業
者
で
あ
る
増
田
氏
は
、
加
賀
（
金

沢
）
に
一
時
住
し
た
た
め
金
沢
と
称
し
て

お
り
、
加
賀
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
菓
子
屋

で
あ
る
。

金
沢
の
落
雁
諸
江
屋
の
諸
江
吉
太
郎
氏

か
ら
の
聞
き
書
き
に
よ
れ
ば
、「
宮
城
野
」

の
由
来
は
、
京
焼
の
陶
工
で
あ
っ
た
青
木

木
米

も
く
べ
い

が
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
）

前
田
家
に
招
か
れ
、
春
日
山
窯
を
開
い
た

際
、
京
都
の
菓
子
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
宮

城
野
」
を
創
案
し
、
茶
を
引
き
立
て
る
菓

子
と
し
て
出
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、
金
沢
市
の
近
世
資
料
館
に
は
、
一
三
代
加
賀
藩
主
前
田
斉
泰
公
に
輿
入
れ
し

た
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
二
一
女
溶
姫
が
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
一
〇
月
、
江

戸
に
戻
る
際
に
開
か
れ
た
宴
の
床
飾
り
の
食
籠
に
、「
宮
城
野
」
が
御
所
饅
頭
、
か
る

め
ら
と
と
も
に
飾
ら
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
前
田
家
で
は
「
宮

城
野
」
を
含
む
一
八
種
を
雛
菓
子
と
し
、
こ
れ
を
雛
壇
の
高
坏
に
盛
っ
た
と
い
う

（（
1177
））

。

こ
の
風
習
も
大
正
期
に
は
途
絶
え
た
が
、
諸
江
氏
の
経
験
で
は
、
三
方
に
盛
っ
た
雛

菓
子
の
隙
間
に
「
宮
城
野
」
を
飾
っ
た
と
い
う
。「
宮
城
野
」
は
、
雛
菓
子
以
外
に
も

使
わ
れ
て
お
り
、
祝
儀
用
に
は
紫
蘇
の
穂
に
紅
白
の
砂
糖
の
衣
を
か
け
る
が
、
不
祝
用

に
は
紫
色
の
衣
を
か
け
た
と
い
う
。

作
り
方
は
、
穂
が
つ
い
た
紫
蘇
の
茎
を
洗
濯
バ
サ
ミ
で
挟
ん
で
吊
り
下
げ
、
乾
い
た

後
、
穂
に
溶
か
し
た
砂
糖
を
ま
ぶ
す
。
こ
の
砂
糖
を
ま
ぶ
す
際
に
技
術
を
要
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
諸
江
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
宮
城
野
は
ほ
の
か
に
薫
る
紫
蘇
の

香
り
が
貴
婦
人
を
思
わ
せ
る
上
品
な
菓
子
」
で
、
今
も
三
年
に
一
度
ほ
ど
茶
席
で
使
う

た
め
の
注
文
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
「
宮
城
野
」
は
、
京
都
か
ら
茶
菓
子
と
し
て
金
沢
に
持
ち
込
ま
れ
、
大

名
を
中
心
と
す
る
領
主
レ
ベ
ル
の
人
々
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
庶
民
に
も
手
が

届
く
菓
子
と
し
て
在
地
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お
そ
ら
く
、
梅
津
菓
子
店
の
「
宮
城
野
」
も
同
様
の
道
筋
を
辿
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
、
梅
津
菓
子
店
の
盛
菓
子
は
、
比
較
的
古
い
雛
菓
子
の
形
式
が
伝
承
さ
れ
て

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
事
例
２
】
鶴
岡
市
　
住
吉
屋
菓
子
舗
　
本
間
三
雄
氏
（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）

住
吉
屋
菓
子
舗
は
、
現
在
の
場
所
で
大
正
一
二
年
（
一
九
一
二
）
頃
創
業
し
た
と
い

う
。
初
代
と
二
代
目
の
店
主
が
早
く
亡
く
な
り
、
本
間
氏
で
三
代
目
と
な
る
。

本
間
氏
は
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）、
一
八
歳
の
時
に
酒
田
の
「
菓
子
の
菊
池
」
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に
弟
子
入
り
し
、
四
年
後
に
家
に
戻
っ
た
。
戦
争
中
は
、
砂
糖
の
統
制
（
昭
和
一
五
年

七
月
か
ら
切
符
制
）
に
よ
っ
て
菓
子
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
母
親
が
文
房
具
や
小
間

物
を
売
っ
て
、
な
ん
と
か
生
活
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
菓
子
屋
を
継

ぐ
予
定
だ
っ
た
長
男
と
次
男
は
別
の
仕
事
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
終
戦
後
、
母
親

が
雇
い
の
職
人
と
と
も
に
店
を
切
り
盛
り
し
、
後
に
菓
子
修
業
を
終
え
た
三
男
の
本
間

氏
が
店
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
戦
争
で
は
、
多
く
の
優
秀
な
菓
子
職
人
も
亡

く
な
っ
た
と
い
う
が
、
砂
糖
の
統
制
が
解
除
さ
れ
、
昭
和
二
二
、
三
年
頃
、
砂
糖
の
輸

入
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
菓
子
屋
も
再
び
活
気
を
取
り
戻
す
よ
う
に
な
っ
た
。

本
間
氏
の
修
業
時
代
は
住
み
込
み
で
、
休
み
も
な
く
給
料
も
少
な
か
っ
た
が
、
食
べ

る
こ
と
に
は
心
配
が
な
か
っ
た
。
最
初
か
ら
菓
子
作
り
の
修
行
を
す
る
つ
も
り
で
弟
子

入
り
し
た
が
、
実
際
に
は
、
接
客
や
集
金
な
ど
営
業
的
な
仕
事
も
し
た
と
い
う
。

菓
子
作
り
の
修
業
は
、
ま
ず
洗
い
物
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
を
こ
な
し
な
が
ら
、
ア

ン
コ
ネ
リ
（
製
餡
）
に
取
り
組
ん
だ
。
四
年
の
修
業
の
う
ち
、
三
年
は
ア
ン
コ
ネ
リ
で
、

最
後
の
一
年
で
よ
う
や
く
テ
コ
と
呼
ぶ
職
人
の
助
手
に
な
っ
た
。
作
っ
て
い
た
の
は
生

菓
子
だ
っ
た
が
、
昭
和
三
〇
年
頃
に
は
、
菓
子
の
菊
池
も
洋
菓
子
の
製
造
が
始
ま
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
も
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
テ
コ
に
な
っ
て
も
先
輩
が
手
を
取
っ
て

教
え
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
先
輩
の
仕
事
は
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、

四
、
五
〇
代
の
先
輩
の
熟
練
し
た
技
を
盗
み
見
な
が
ら
、
真
似
を
し
て
覚
え
た
も
の
だ

と
い
う
。
菓
子
の
菊
池
で
は
雛
菓
子
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
祝
儀
用
の
菓
子
は
作

っ
て
お
り
、
鶴
岡
人
の
職
人
も
多
く
修
業
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
雛
菓
子
の
た
め
の
技

を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
。

本
間
氏
が
修
業
か
ら
戻
っ
た
後
、
母
親
と
と
も
に
、
羊
羹
や
練
切
り
、
餡
も
の
、
餅

菓
子
な
ど
、
道
具
の
い
ら
な
い
菓
子
を
作
っ
て
、
自
分
の
店
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
も
置
い
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
だ
人
々
が
甘
い
物
に
飢
え
て
い
た
時
代

で
、
菓
子
を
買
う
人
は
多
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
雛
菓
子
の
注
文
は
特
に

取
っ
て
い
な
い
が
、
時
期
が
来
る
と
地
元
の
人
が
皆
買
い
に
く
る
と
い
う
。

鶴
岡
の
雛
菓
子
は
練
切
り
で
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
住
吉
屋
の
雛
菓
子
も
練
切

り
の
詰
め
合
わ
せ
で
あ
る
〈
写
真
７
〉。
練
切
り
の
雛
菓
子
は
、
民
田
ナ
ス
、
庄
内
柿
、

温
海
カ
ブ
ラ
、
口
細
カ
レ
イ
、
桜
マ
ス
な
ど
、
庄
内
地
方
の
特
産
物
を
菓
子
の
題
材
に

用
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

練
切
り
の
作
り
方
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
主
な
材
料
は
さ
さ
え
ん
ど
う
豆
を
煮
た
白

餡
と
小
豆
を
煮
た
赤
餡
で
、
豆
は
煮
て
か
ら
裏
ご
し
を
し
て
皮
を
取
る
。
裏
ご
し
は
水

の
中
行
い
、
豆
の
粉
は
水
の
中
に
沈
殿
し
て
残
る
。
こ
れ
を
目
の
細
か
い
袋
に
入
れ
て

圧
力
を
か
け
て
水
を
絞
り
出
す
。
こ
の
袋
は
ジ
ャ
ッ
キ
か
け
て
絞
る
た
め
、
住
吉
屋
で

は
丈
夫
な
袋
を
餡
屋
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。
水
を
絞
っ
た
豆
の
粉
に
砂
糖

を
水
で
溶
い
た
も
の
を
加
え
、
火
に
か
け
て
練
り
上
げ
る
。
ア
ン
コ
と
練
切
り
で
は
水

分
の
飛
ば
し
方
が
異
な
っ
て
い
て
、
練
切
り
は
パ
サ
パ
サ
に
な
る
手
前
で
火
か
ら
下
ろ

し
、
ア
ン
コ
は
さ
ら
に
そ
の
手
前
の
緩
い
時
に
下
ろ
す
。
こ
の
加
減
が
む
ず
か
し
い
の

だ
と
い
う
。

ア
ン
コ
は
、
こ
こ
に
水
と
餡
の
一
割
ぐ
ら
い
の
分
量
の
水
飴
を
入
れ
る
。
こ
う
す
る

と
ツ
ヤ
と
粘
り
が
出
て
、
口
溶
け
が
良
く
な
る
と
い
う
。
練
切
り
は
一
時
間
ほ
ど
練
っ

た
後
、
水
飴
で
は
な
く
、
白
玉
粉
を
加
え
る
。
白
玉
粉
は
ま
ず
水
で
も
ど
し
て
練
り
、

さ
ら
に
こ
れ
を
火
に
か
け
て
練
っ
た
も
の
に
砂
糖
を
入
れ
、
固
く
な
ら
な
い
よ
う
に
処

理
す
る
。
こ
れ
は
求
肥
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
練
切
り
に
加
え
て
腰
を
出

す
。練

切
り
の
色
付
け
に
は
食
紅
を
使
う
。
赤
、
青
、
黄
の
三
色
で
、
様
々
な
色
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
今
は
原
料
屋
で
中
間
色
も
売
っ
て
い
る
。

練
切
り
が
完
成
し
た
ら
、
手
に
水
を
つ
け
な
が
ら
、
手
の
平
に
外
側
に
出
る
色
の
練

切
り
を
の
ば
し
て
、
ア
ン
コ
の
部
分
を
こ
の
中
に
置
い
て
丸
め
る
。
こ
れ
を
ヘ
ラ
で
形

作
っ
て
い
く
。

菓
子
を
作
る
時
に
使
う
道
具
に
は
、
ま
ず
こ
の
竹
ベ
ラ
が
あ
る
〈
写
真
８
〉。
ヘ
ラ

は
、
取
っ
て
き
た
竹
を
割
り
、
さ
ら
に
削
っ
て
、
自
分
の
手
に
合
っ
た
ヘ
ラ
を
作
る
。
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ヘ
ラ
の
太
い
部
分
や
細
い
部
分
を
菓
子
の
場
所
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
お
り
、
こ
の
ヘ

ラ
が
あ
れ
ば
、
た
い
が
い
の
菓
子
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
ヘ
ラ
に
は
、
何
本

か
の
切
れ
込
み
も
入
っ
て
い
て
、
羊
羹
を
切
る
時
、
幅
を
均
一
に
す
る
た
め
の
目
盛
り

代
わ
り
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
ヘ
ラ
が
な
く
て
も
、
箸
が
一
本
あ
れ
ば
、
た
い
て
い
の

形
は
作
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
手
製
の
型
紙
を
使
う
〈
写
真
８
〉。
た
と
え
ば
牡
丹
の
葉
を
作
る
時
は
、

平
た
く
伸
し
た
生
地
に
、
こ
の
型
紙
を
あ
て
、
型
紙
の
回
り
を
針
で
な
ぞ
る
。
こ
れ
で
、

何
枚
も
の
葉
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
花
の
部
分
と
葉
の
部
分
は
、
接
着
す
る
も
の
が

な
く
て
も
自
然
に
付
く
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
他
、
ナ
ス
の
ヘ
タ
の
部
分
に
は
鋏
を
用

い
て
、
生
地
を
刃
で
つ
ま
む
よ
う
に
す
る
。
花
の
メ
シ
ベ
の
部
分
に
は
、
い
く
つ
か
丸

い
穴
が
空
い
た
円
柱
型
の
細
い
棒
の
先
を
、
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
に
生
地
に
押
し
つ
け

る
。雛

菓
子
に
は
、
卵
の
黄
身
で
表
面
に
少
し
照
り
を
出
す
。
普
通
は
、
水
に
寒
天
を
溶

か
し
、
沸
騰
し
た
と
こ
ろ
に
砂
糖
を
入
れ
て
煮
詰
め
た
も
の
を
、
ま
だ
熱
い
う
ち
に
菓

子
の
表
面
に
か
け
て
照
り
を
出
す
。
卵
を
使
う
の
は
、
品
良
く
仕
上
げ
る
た
め
に
、
わ

ざ
と
照
り
を
殺
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

民
田
ナ
ス
、
鵜
戸
川
キ
ュ
ウ
リ
、
温
海
カ
ブ
ラ
、
庄
内
柿
、
桜
マ
ス
、
口
細
カ
レ
イ

な
ど
、
雛
菓
子
で
庄
内
地
方
の
特
産
品
を
作
る
こ
と
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の

他
に
、
ミ
カ
ン
、
ビ
ワ
、
メ
ロ
ン
、
ザ
ク
ロ
、
大
根
、
人
参
、
エ
ビ
、
ア
ユ
な
ど
も
作

る
。
こ
う
し
た
雛
菓
子
は
、
本
間
氏
の
父
親
も
作
っ
て
お
り
、
昔
か
ら
あ
っ
た
も
の
だ

が
、
戦
争
で
何
年
か
途
絶
え
、
再
び
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
〇
年
頃
の
こ
と
だ

っ
た
。
本
間
氏
は
、
か
つ
て
鶴
岡
の
賀
茂
で
し
ん
こ
細
工
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
聞

い
て
お
り
、
雛
菓
子
の
原
型
は
、
江
戸
の
し
ん
こ
細
工
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
。

本
間
氏
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
四
月
に
雛
祭
り
を
し
て
い
て
、
近
所
の
女
児
の
い
る

家
か
ら
「
ご
っ
つ
お
、
か
し
ぇ
さ
け
、
お
ひ
な
さ
ま
　
み
っ
さ
こ
い
」（
ご
馳
走
を
食

べ
さ
せ
る
か
ら
、
お
雛
様
を
見
に
お
い
で
）
と
呼
ば
れ
て
行
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
上

畑
町
の
あ
た
り
は
、
か
つ
て
は
織
物
を
や
っ
て
い
る
家
が
何
軒
か
あ
っ
て
、
こ
う
し
た

裕
福
な
家
で
は
お
雛
様
を
座
敷
一
杯
に
飾
っ
た
。
そ
こ
に
は
縁
起
物
の
三
河
万
歳
も
呼

ば
れ
、
万
歳
は
そ
の
家
に
泊
ま
っ
て
近
所
を
何
軒
か
ま
わ
っ
て
歩
い
た
。
禍
を
は
ら
っ

て
く
れ
る
神
様
の
お
使
い
な
の
で
、
家
で
は
馳
走
し
て
も
て
な
し
た
と
い
う
。

雛
祭
り
は
子
孫
繁
栄
、
女
児
の
健
康
の
為
に
行
わ
れ
、
お
雛
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

を
飾
っ
て
お
祝
い
し
、
ご
馳
走
を
あ
げ
て
お
雛
様
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
後
、
お
さ
が
り

を
頂
戴
す
る
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
と
い
う
。

本
間
氏
は
、
雛
菓
子
が
こ
こ
ま
で
盛
ん
な
理
由
と
し
て
、
職
人
の
年
一
回
の
技
の
見

せ
場
所
だ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
裕
福
な
家
で
は
、
雛
人
形
に
は
必
ず
雛
菓
子
が

飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、人
形
を
見
に
来
た
人
は
菓
子
も
同
時
に
見
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
「
お
雛
さ
ん
も
き
れ
い
だ
け
ど
、
お
菓
子
も
き
れ
い
だ
」
と
言
わ
れ
た
り
、

「
あ
れ
は
ど
こ
の
菓
子
な
の
か
？
」
と
聞
か
れ
た
り
す
る
こ
と
が
、
最
高
に
名
誉
な
こ

と
だ
っ
た
と
い
う
。

職
人
は
、
お
互
い
に
店
を
渡
り
歩
い
て
、
雛
菓
子
の
技
能
を
広
め
て
い
っ
た
。
技
を

出
し
惜
し
む
ど
こ
ろ
か
、
競
っ
て
自
分
の
技
を
披
露
し
、
時
に
は
喧
嘩
を
し
な
が
ら
、

そ
の
技
量
を
競
っ
た
。
本
間
氏
は
、
エ
ビ
や
鯛
な
ど
婚
礼
用
の
菓
子
な
ど
を
大
量
生
産

す
る
場
合
は
型
を
使
う
こ
と
も
あ
る
が
、
皆
同
じ
よ
う
に
出
来
て
し
ま
う
の
で
は
、
職

人
の
技
の
見
せ
場
所
が
な
い
の
で
、
今
も
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
に

も
こ
だ
わ
り
、
雛
菓
子
の
鯛
は
、
海
か
ら
釣
り
上
げ
た
時
の
一
番
良
い
姿
を
写
し
た

「
巻
鯛
」
の
形
で
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
型
で
作
っ
た
鯛
と
は
一
線
を
画
し
て

い
る
。

か
つ
て
鶴
岡
市
内
に
大
勢
あ
っ
た
菓
子
職
人
も
、
現
在
は
高
齢
化
の
た
め
減
少
し
て

い
る
。
本
間
氏
は
、
菓
子
作
り
は
面
倒
な
仕
事
な
の
で
、
今
は
子
ど
も
を
職
人
に
さ
せ

る
親
は
い
な
い
と
い
う
。
仮
に
修
業
す
る
と
し
て
も
、
東
京
の
製
菓
学
校
で
一
年
か
二

年
学
ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
で
は
理
論
は
覚
え
る
か
も
し
れ
な
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い
が
、
実
地
で
は
役
に
立
た
な
い
。
や
は
り
職
人
の
世
界
は
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
や
っ

て
み
て
、
体
で
技
術
を
覚
え
る
こ
と
の
方
が
多
い
と
い
う
。
本
間
氏
の
後
継
者
で
あ
る

三
英
氏
は
、
新
潟
の
柏
崎
の
店
で
四
年
間
修
業
し
た
。
住
み
込
み
で
ほ
と
ん
ど
休
み
は

な
く
、
年
に
一
度
帰
れ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
本
間
氏
は
、
親
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
で
人
様
の
世
話
に
な
り
、
世
の
中
の
厳
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
本
当
に
意
味
で

の
修
業
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
、
三
英
氏
は
雲
平
細
工
の
菓
子
に
、
技
術
を
発
揮
し
て
い
る
。
雲
平
細
工
は
、

砂
糖
少
量
と
餅
の
粉
に
水
を
入
れ
て
練
っ
た
観
賞
用
の
菓
子
で
あ
る
。
紅
白
の
華
麗
な

牡
丹
の
雲
平
細
工
は
、
花
び
ら
の
一
枚
一
枚
を
型
で
抜
い
た
も
の
を
整
え
て
ゆ
く
根
気

の
い
る
も
の
で
あ
る
。

【
事
例
３
】
鶴
岡
市
　
久
栄
堂
　
五
十
嵐
順
一
氏
（
昭
和
四
六
年
生
ま
れ
）

久
栄
堂
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
創
業
し
た
。
五
代
目
に
あ
た
る
若
主
人
の
五

十
嵐
順
一
氏
か
ら
の
聞
き
書
き
に
よ
れ
ば
、
五
十
嵐
氏
は
、
雛
菓
子
は
最
近
騒
が
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
久
栄
堂
の
雛

菓
子
は
練
切
り
が
主
だ
が
、
そ
う
な
っ
た
の
は
近
年
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
も
っ
と

も
、
打
ち
菓
子
（
落
雁
）
の
雛
菓
子
も
数
は
少
な
い
が
作
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
雛
人
形
は
一
〇
日
く
ら
い
飾
る
の
で
、
日
持
ち
が
し
な
い
練
切
り
は
あ

ま
り
作
ら
れ
ず
落
雁
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
保
存
剤
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
練
切
り
を

飾
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
五
十
嵐
氏
の
父
に
あ
た
る
四
代
目
の
金
吾

氏
は
、
か
つ
て
は
飴
を
手
作
業
で
作
っ
て
お
り
、
雛
菓
子
も
飴
菓
子
や
打
菓
子
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
が
主
流
だ
っ
た
と
い
う
が
、
飴
を
作
る
の
は
体
力
的
に
厳
し
く
な
っ
た

た
め
、
現
在
は
作
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
手
間
が
か
か
る
割
に
は
、
価
格
は
上
げ
ら
れ

な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
五
十
嵐
氏
も
飴
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

飴
は
高
温
で
あ
る
う
ち
に
伸
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
火
傷
で
手
の
皮
が
む
け
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。

毎
年
「
庄
内
ひ
な
街
道
」
の
時
期
、
鶴
岡
市
の
致
道
博
物
館
で
は
、
鶴
岡
市
内
の
何

店
か
の
菓
子
店
の
雛
菓
子
が
展
示
さ
れ
る
が
、
久
栄
堂
で
は
展
示
用
に
は
餡
平
（
ア
ン

ペ
イ
）
で
雛
菓
子
を
作
っ
て
い
る
。
餡
平
は
練
切
り
よ
り
も
糯
粉
や
砂
糖
を
多
く
使
っ

て
い
る
の
で
、
黴
が
出
な
い
の
だ
と
い
う
。
餡
平
は
、
糯
粉
と
米
粉
と
白
餡
を
一
緒
に

し
て
か
ら
、
蒸
し
て
作
る
。
餡
に
使
う
豆
は
、
白
小
豆
は
貴
重
な
の
で
、
手
亡
（
テ
ー

ボ
ウ
）
を
使
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

筆
者
は
五
十
嵐
氏
の
指
導
を
受
け
、
練
切
り
の
タ
ケ
ノ
コ
作
り
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
〈
写
真
11
〉。
手
が
乾
い
て
い
る
と
生
地
が
く
っ
つ
く
の
で
、
常
に
湿
っ
た
タ

オ
ル
で
手
を
濡
ら
し
な
が
ら
作
業
を
す
る
。
ま
ず
平
た
い
丸
に
伸
ば
し
た
緑
の
餡
の
上

に
、
一
回
り
小
さ
く
し
た
茶
色
の
餡
を
の
せ
る
。
こ
れ
を
裏
に
返
し
て
、
手
前
の
部
分

に
楕
円
に
伸
ば
し
た
白
い
餡
を
貼
る
。
こ
れ
を
両
手
で
茶
色
の
餡
を
包
む
よ
う
に
丸
め

て
い
き
、
涙
型
に
整
え
る
。
模
様
を
付
け
る
た
め
、
ま
ず
木
で
出
来
た
三
角
柱
の
角
の

部
分
を
使
っ
て
、
タ
ケ
ノ
コ
の
白
い
部
分
に
二
箇
所
、
筋
を
入
れ
る
。
筋
の
内
側
に
は
、

ス
ト
ロ
ー
状
に
な
っ
た
も
の
で
丸
い
印
を
押
し
て
い
く
。
次
に
外
側
か
ら
中
心
に
向
か

っ
て
、
斜
め
に
二
本
筋
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
自
分
で
竹
を
薄
く
削
っ
て
作
っ
た
へ
ら
で
、

細
い
筋
を
入
れ
る
〈
写
真
12
〉。
和
菓
子
の
職
人
は
、
自
分
で
使
う
道
具
を
自
分
で
作

る
人
も
多
く
、
五
十
嵐
氏
自
身
も
タ
ケ
ノ
コ
の
筋
を
つ
け
た
竹
ベ
ラ
を
は
じ
め
、
ア
ル

ミ
缶
で
抜
き
型
を
作
っ
た
り
、
渋
紙
で
型
紙
を
作
っ
た
り
も
す
る
と
い
う
〈
写
真
12
〉。

最
後
に
、
タ
ケ
ノ
コ
の
頭
の
部
分
に
ハ
サ
ミ
で
横
に
切
れ
込
み
を
入
れ
、
上
の
部
分
だ

け
に
さ
ら
に
縦
に
切
れ
込
み
を
入
れ
て
完
成
す
る
。
本
来
は
最
後
に
寒
天
で
照
り
を
出

す
そ
う
で
あ
る
。
五
十
嵐
氏
は
、
菓
子
に
果
物
や
野
菜
の
原
型
の
色
を
出
し
て
し
ま
う

と
色
が
き
つ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
色
を
抑
え
め
に
す
る
の
を
心
が
け
て
い
る
と
い

う
。五

十
嵐
氏
は
、
鶴
岡
市
内
の
菓
子
業
界
は
、
昭
和
五
〇
年
代
に
大
き
く
変
わ
っ
た
と

い
い
、
そ
の
要
因
に
生
ク
リ
ー
ム
の
出
現
を
あ
げ
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
代
に
は
バ
タ

ー
ク
リ
ー
ム
が
主
流
で
、和
菓
子
屋
さ
ん
で
も
こ
う
し
た
ケ
ー
キ
類
を
扱
っ
て
い
た
が
、
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現
在
で
は
、
和
菓
子
と
洋
菓
子
は
区
別
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
り
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
鶴
岡
の
菓
子
組
合
に
参
加
し
て
い
る
組
合
員
の
中
で
、
和
菓
子
部

門
で
は
最
も
若
手
で
あ
る
五
十
嵐
氏
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参

加
し
、
和
菓
子
文
化
の
底
辺
を
広
げ
る
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
商
工
会
議

所
主
催
の
「
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
が
あ
る
。
鶴
岡
の
伝
統
的
な
文
化
を
体
験
す

る
と
い
う
趣
旨
の
有
料
の
講
座
で
、
銀
座
通
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
「
セ
ン
ト
ル
」

で
行
わ
れ
る
。
五
十
嵐
氏
の
久
栄
堂
の
ほ
か
、
菓
子
の
梅
安
、
藤
田
菓
子
店
、
住
吉
屋

菓
子
舗
が
菓
子
組
合
と
し
て
参
加
し
、
和
菓
子
作
り
な
ど
を
指
導
す
る
。
三
月
、
夏
休

み
、
一
一
月
の
年
三
回
行
わ
れ
、
市
の
広
報
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞
、
各
学
校
へ
の
プ

リ
ン
ト
配
布
な
ど
で
募
集
を
行
い
、
二
日
間
で
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
、
一
五
〇
人
ほ

ど
が
集
ま
る
と
い
う
。
こ
の
他
に
、「
つ
る
お
か
菓
子
ま
つ
り
」
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

あ
る
。
一
〇
月
に
行
わ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
多
く
の
子
ど
も
が
参
加
し
、
練
切

り
の
体
験
な
ど
を
す
る
が
、
こ
こ
一
〇
年
間
で
、
参
加
者
は
、
一
日
六
〇
人
か
ら
次
第

に
増
え
、
今
で
は
二
〇
〇
人
ほ
ど
に
な
り
、
毎
年
参
加
す
る
子
ど
も
も
何
人
か
は
い
る

と
い
う
。
さ
ら
に
依
頼
が
あ
れ
ば
、
学
校
の
ク
ラ
ス
行
事
で
あ
る
「
お
楽
し
み
会
」
な

ど
に
も
行
く
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
一
ク
ラ
ス
で
、
親
子
合
わ
せ
て
五
〇
人
ぐ
ら
い
が

参
加
し
、
練
切
り
で
ミ
カ
ン
や
タ
ケ
ノ
コ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
を
作
る
と
い
う
。

【
事
例
４
】
酒
田
市
　
小
松
屋
　
小
松
尚
氏
　
（
昭
和
二
七
年
生
ま
れ
）

小
松
屋
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
創
業
し
、
小
松
氏
で
九
代
目
に
な
る
と
い

う
。
小
松
氏
自
身
は
、
上
野
の
風
月
堂
で
五
年
ほ
ど
修
業
し
た
そ
う
で
あ
る
が
、
き
っ

か
け
は
、
上
野
風
月
堂
の
前
身
で
あ
る
京
橋
風
月
堂
が
江
戸
の
和
菓
子
で
は
草
分
け
で

あ
り
、
小
松
屋
の
古
い
職
人
さ
ん
に
上
野
風
月
堂
で
修
業
し
た
方
が
い
た
た
め
で
あ
る

と
い
う
。

創
業
当
初
の
小
松
屋
は
、
型
に
流
し
込
む
羊
羹
な
ど
が
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ

の
甘
味
料
は
、
干
し
柿
の
表
面
に
出
る
白
い
粉
を
削
っ
て
集
め
た
粉
糖
状
の
も
の
や
、

コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
な
ど
の
植
物
の
蔓
か
ら
取
っ
た
も
の
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
煮
詰
め
た

も
の
な
ど
で
、
精
製
糖
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

小
松
屋
の
雛
菓
子
は
、
片
栗
菓
子
で
作
っ
た
「
飾
り
菓
子
」
で
あ
る
〈
写
真
14
〉。

お
多
福
、
鶴
、
亀
、
兎
、
鯛
、
鰈
、
鮎
、
貝
、
稲
穂
、
野
菜
、
紅
葉
、
桜
な
ど
が
散
り

ば
め
ら
れ
て
お
り
、
人
間
が
食
べ
る
も
の
で
は
な
く
、
お
雛
様
に
差
し
上
げ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
飾
り
菓
子
は
雛
菓
子
だ
け
の
製
法
で
、
婚
礼
用
の
引
菓
子
（
儀
礼
的
に

使
う
菓
子
）
は
、
練
切
り
の
松
竹
梅
や
鶴
亀
な
の
で
、
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

雛
菓
子
は
戦
争
で
途
絶
え
て
い
た
が
、
先
代
の
久
雄
氏
（
大
正
一
一
年
生
ま
れ
）
は

細
々
と
で
は
あ
る
が
、
相
馬
屋
（
料
理
屋
）
に
は
納
め
て
い
た
と
い
う
。
広
く
こ
の
飾

り
菓
子
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
四
年
に
本
間
家
旧
本
邸
か
ら

の
依
頼
に
応
え
、
お
飾
り
用
と
お
裾
分
け
用
を
作
り
始
め
て
以
降
で
あ
る
と
い
う
。
大

量
生
産
で
き
な
い
の
で
、
現
在
は
、
平
成
二
二
年
の
予
約
を
受
け
て
い
る
。

一
一
月
に
な
る
と
、
雛
菓
子
作
り
の
最
初
の
行
程
で
あ
る
「
型
お
こ
し
」
が
始
ま
る
。

片
栗
菓
子
は
、
粒
子
の
細
か
い
片
栗
粉
に
、
粉
糖
、
ダ
マ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
新
粉
、

糯
粉
、
山
芋
の
粉
な
ど
を
つ
な
ぎ
に
用
い
、
水
で
練
る
。
一
個
ず
つ
量
っ
た
こ
の
生
地

を
木
型
に
詰
め
、
成
形
し
て
乾
か
す
。
生
地
の
粘
り
が
強
い
と
乾
燥
せ
ず
、
つ
な
ぎ
が

少
な
い
と
割
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
加
減
は
経
験
だ
が
、
耳
た
ぶ
よ
り
も
少
し
固
め
を
生

地
の
目
安
に
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
を
黴
が
出
な
い
よ
う
に
、
二
、
三
週
間
、
ホ
イ
ロ
で
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
後
、
自

然
乾
燥
で
落
ち
着
か
せ
る
。
ホ
イ
ロ
で
は
電
熱
温
風
器
を
回
し
、
生
地
を
棚
に
置
い
て

乾
燥
さ
せ
る
。
昔
は
扉
が
つ
い
た
棚
の
下
で
炭
を
焚
い
て
乾
か
し
た
と
い
う
。

乾
い
た
ら
、
生
地
の
合
わ
せ
目
の
部
分
（
耳
）
を
小
刀
で
削
り
、
形
を
整
え
、
彩
色

す
る
。
日
本
用
の
彩
色
筆
や
ぼ
か
し
刷
毛
な
ど
、
数
種
類
の
筆
を
使
い
分
け
て
色
を
重

ね
て
い
く
。
筆
は
日
本
画
用
の
筆
を
画
材
屋
さ
ん
で
購
入
し
て
い
る
。
色
は
、
色
粉
の

赤
、
青
、
黄
の
三
原
色
か
ら
作
る
が
、
茶
色
を
作
る
の
は
難
し
い
と
い
う
。
ハ
ケ
に
色
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を
含
ま
せ
た
ら
、
何
度
か
別
の
紙
に
色
を
飛
ば
し
て
か
ら
菓
子
に
色
を
の
せ
、
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
を
付
け
て
い
く
。
鮎
の
目
な
ど
は
、
筆
の
先
の
具
合
で
、
三
角
に
な
る
と
怒

っ
た
顔
に
、
手
に
力
が
入
っ
て
丸
い
点
に
な
る
と
漫
画
の
よ
う
な
顔
に
な
る
と
い
う
。

色
の
出
し
方
に
は
職
人
の
個
性
が
で
る
も
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
も
の
を
好
む
人
と
や

ん
わ
り
と
し
た
も
の
を
好
む
人
に
分
か
れ
る
。
小
松
氏
は
は
ん
な
り
、
や
ん
わ
り
派
で

あ
る
と
い
う
。

近
年
は
需
要
が
多
い
た
め
、
花
び
ら
な
ど
の
小
物
は
工
場
の
皆
に
手
伝
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
が
、
最
後
の
仕
上
げ
だ
け
は
、
ヒ
メ
ゴ
モ
リ
と
い
っ
て
、
小
松
氏
が
一
人

で
作
業
を
す
る
。
す
べ
て
を
人
に
任
せ
て
し
ま
う
と
、
昔
と
は
違
う
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
。
同
じ
よ
う
に
受
け
継
ぐ
に
は
、
同
じ
人
が
仕
上
げ
た
方
が
良
い
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
着
色
後
、
二
、
三
日
乾
か
し
た
ら
完
成
で
、
雛
菓
子
の
出
来
上

が
り
は
、
お
お
よ
そ
二
月
二
〇
日
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
に
食
べ
る
と
、
甘
さ
は
あ
る
が

固
く
て
、
あ
ま
り
お
い
し
い
も
の
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
小
松
氏
は
笑

う
。酒

田
の
雛
祭
り
に
は
「
ヒ
ナ
メ
グ
リ
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
大
き
な
庄
屋
や
廻
船

問
屋
の
家
に
は
、
そ
の
通
り
沿
い
の
家
の
子
ど
も
た
ち
が
、
雛
人
形
を
見
に
行
き
、
白

酒
や
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
時
、「
お
雛
様
に
も
お
飾
り
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
、
押
絵
で
雛
人
形
を

飾
る
感
覚
と
同
じ
な
の
で
は
な
い
か
と
小
松
氏
は
言
う
。

小
松
屋
に
は
、
明
治
三
五
年
に
発
行
さ
れ
た
『
菓
子
模
様
』
を
は
じ
め
、
京
都
亀
屋

会
発
行
の
菓
子
の
デ
ザ
イ
ン
帖
が
何
冊
か
残
さ
れ
て
い
る
。
菓
子
屋
が
共
同
で
発
行
し

た
本
で
、
昔
は
、
引
菓
子
の
注
文
は
、
こ
れ
を
用
い
て
ご
用
聞
き
を
し
た
も
の
で
、
来

店
客
が
多
く
な
っ
た
の
は
戦
後
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
本
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
小

松
屋
の
菓
子
は
、
京
都
の
菓
子
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

酒
田
は
北
前
船
の
寄
港
地
で
あ
り
、
相
場
を
見
る
間
、
物
流
を
置
い
て
お
く
た
め
の

倉
庫
（
蔵
）
が
あ
っ
た
。
情
報
伝
達
は
想
像
以
上
に
早
く
、
三
日
で
堺
ま
で
着
く
船
も

あ
っ
た
と
い
い
、
全
国
の
相
場
を
み
て
、
値
段
が
上
が
り
そ
う
に
な
っ
た
ら
船
を
動
か

し
、
高
値
が
つ
く
と
こ
ろ
で
堺
や
上
方
で
売
買
し
た
と
い
う
。
料
理
人
や
菓
子
屋
や
衣

食
住
の
職
人
は
、
上
方
か
ら
の
船
で
酒
田
を
訪
れ
、
小
松
屋
で
も
京
都
か
ら
形
司

か
た
し

（
彫

司
）
を
呼
び
、
何
ヶ
月
か
酒
田
に
留
ま
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
酒
田
の
特
産
物
な
ど
を

菓
子
の
木
型
に
彫
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
小
松
屋
の
木
型
の
裏
面
に
は
「
形
司
精
巧

堂
」
と
焼
き
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

通
常
の
木
型
は
、
木
型
の
く
ぼ
ん
だ
面
に
菓
子
の
生
地
を
入
れ
、
こ
れ
を
押
し
出
す

た
め
、
片
面
は
平
ら
に
な
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
松
屋
の
飾
り
菓
子

は
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
両
面
が
立
体
的
に
仕
上
が
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
明
治
中

期
以
降
、
上
方
か
ら
呼
ん
だ
「
形
司
」
に
依
頼
し
、
特
注
で
雛
菓
子
の
た
め
の
木
型
を

作
ら
せ
た
と
い
う
。
上
下
の
木
型
の
間
に
「
下
司
板
」
を
は
め
込
む
三
枚
一
組
の
木
型

は
、
他
に
あ
ま
り
類
を
見
な
い
構
造
で
あ
る
〈
写
真
15
〉。
木
型
の
使
い
方
は
、
ま
ず

片
面
の
木
型
の
上
に
、
丸
め
た
種
（
生
地
）
を
入
れ
、
下
司
板
を
重
ね
る
。
下
司
板
の

内
側
に
彫
ら
れ
て
い
る
指
で
な
ぞ
る
跡
に
沿
っ
て
、
下
司
板
か
ら
盛
り
上
が
っ
た
種
を

中
心
に
集
め
る
。
そ
し
て
下
司
板
を
外
し
、
も
う
片
面
の
板
を
上
か
ら
押
し
つ
け
る
。

す
る
と
、上
下
の
板
の
合
わ
せ
目
に
あ
た
る
生
地
が
耳
の
よ
う
に
は
み
出
た
形
で
付
き
、

両
面
が
立
体
的
な
形
に
仕
上
が
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
松
屋
で
は
、

何
年
も
か
け
て
、
こ
の
サ
イ
ズ
の
木
型
を
揃
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

木
型
の
材
料
と
な
る
桜
の
木
は
、
ブ
ツ
切
り
に
し
て
温
湿
度
差
の
な
い
蔵
に
入
れ
、

わ
ざ
わ
ざ
一
年
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使
っ
た
と
い
う
。
こ
う
す
る
と
型
が
狂
わ
な
い

の
だ
と
い
う
。

現
在
こ
う
し
た
木
型
を
作
れ
る
職
人
は
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
木
型
は
そ
れ

ぞ
れ
一
丁
し
か
な
い
の
で
、
壊
れ
た
ら
そ
の
形
は
作
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
セ
ラ
ミ

ッ
ク
で
型
を
取
る
よ
う
な
方
法
も
あ
り
、
小
松
氏
も
挑
戦
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
ま

り
に
も
人
工
的
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
、
や
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
今
は
木
型
を

大
事
に
し
、
使
用
後
は
ハ
ケ
で
洗
う
な
ど
、
丁
寧
に
扱
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
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木
型
を
復
刻
で
き
る
技
術
を
持
っ
た
人
が
出
て
来
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。

小
松
氏
の
話
か
ら
は
、こ
の
よ
う
な
繊
細
な
菓
子
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

菓
子
職
の
技
術
が
高
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
菓
子
道
具
、
具
体
的
に
は
木
型
職

人
の
仕
事
い
う
も
の
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
後
、
こ
の
種
の
菓

子
の
伝
承
に
は
、
木
型
職
人
の
養
成
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
事
例
５
】
鶴
岡
市
羽
黒
町
　
吉
田
よ
し
子
氏
（
大
正
八
年
生
ま
れ
）

最
後
に
、
か
つ
て
の
農
村
部
の
雛
祭
り
の
様
子
と
雛
菓
子
の
受
容
に
つ
い
て
、
吉
田

よ
し
子
氏
〈
写
真
27
〉
か
ら
聞
き
書
き
し
た
。

吉
田
氏
は
、
鶴
岡
市
羽
黒
町
（
旧
泉
村
）
仙
道
出
身
で
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）

頃
、
手
向
に
嫁
入
り
し
、
現
在
九
〇
歳
に
な
る
。
実
家
は
農
家
で
、
六
人
兄
弟
で
あ
っ

た
。
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
は
、
家
の
農
作
業
の
他
に
、
家
以
外
の
農
作
業
の
ヤ

ト
イ
ト
リ
（
手
伝
い
）
を
し
た
と
い
う
。

子
ど
も
の
頃
の
雛
祭
り
は
、
四
月
に
行
わ
れ
た
。
母
親
は
農
作
業
が
あ
る
の
で
、
雛

祭
り
の
仕
度
は
マ
ゴ
バ
ア
サ
ン
（
親
の
母
親
）
が
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
家
で
は
土
人

形
の
雛
人
形
を
段
々
に
し
て
飾
っ
た
と
い
い
、
人
形
は
、
犬
を
は
じ
め
、
一
〇
体
ほ
ど

あ
っ
た
と
い
う
。
お
雛
様
に
は
赤
、
白
、
緑
の
菱
餅
を
供
え
た
。
色
は
、
蓬
は
ま
だ
時

期
的
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
色
粉
で
着
け
た
。

こ
の
他
、
ア
ラ
ネ
（
ア
ラ
レ
）
や
カ
タ
モ
チ
も
作
っ
た
。
ア
ラ
ネ
は
、
塩
や
砂
糖
を

入
れ
、
色
粉
で
色
を
つ
け
て
餅
を
搗
き
、
伸
し
て
か
ら
、
小
さ
な
円
柱
の
よ
う
な
形
に

し
た
。
こ
れ
を
干
し
て
堅
く
な
っ
た
ら
、
米
の
粒
も
通
ら
な
い
よ
う
な
目
の
細
か
い
網

の
上
に
載
せ
て
、
火
に
か
け
て
炒
る
。
ア
ラ
ネ
は
田
植
え
の
時
に
も
作
っ
て
食
べ
た
も

の
で
、
ア
ラ
ネ
の
味
は
家
々
に
よ
っ
て
違
う
も
の
だ
っ
た
。

雛
祭
り
の
頃
は
、
カ
タ
モ
チ
も
作
っ
た
と
い
う
。
カ
マ
ボ
コ
の
よ
う
な
形
に
し
た
餅

を
切
っ
て
、
藁
で
編
ん
だ
紐
で
縛
っ
て
、
家
の
中
に
干
し
て
お
く
。
食
べ
る
時
に
こ
れ

を
焼
く
。
カ
タ
モ
チ
も
餅
を
搗
く
時
に
色
を
付
け
、
石
臼
で
引
い
た
大
豆
を
入
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
米
を
粉
に
し
て
入
れ
る
と
、
固
く
仕
上
が
り
、
粟
を
入
れ

る
と
ア
ラ
ネ
も
カ
タ
モ
チ
も
柔
ら
か
く
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
他
に
甘
酒
も
作
っ
た
。
甘
酒
は
コ
ウ
ジ
を
買
っ
て
き
て
、
瓶
に
入
れ
、
人
肌
の

湯
を
ひ
た
ひ
た
に
し
て
、
熱
く
し
た
炬
燵
に
数
時
間
入
れ
る
と
出
来
上
が
る
。
飲
む
と

き
に
は
少
し
砂
糖
を
入
れ
る
と
い
う
。

雛
菓
子
に
つ
い
て
は
、
親
が
買
っ
て
き
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
。
ど
こ
か

ら
買
っ
て
き
た
の
か
は
正
確
に
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
鶴
岡
の
ど
こ
か
の

店
か
、
泉
村
の
カ
ノ
ヤ
か
セ
ン
ド
ウ
ヤ
で
買
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
雛
菓
子
は

コ
ガ
シ
（
落
雁
）
で
、
鯛
や
海
老
、
花
形
を
し
て
い
た
よ
う
だ
と
い
う
。
子
ど
も
た
ち

は
親
が
鶴
岡
の
方
へ
買
い
物
に
行
っ
た
時
は
、
帰
っ
て
く
る
の
を
村
の
は
ず
れ
ま
で
迎

え
に
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
何
を
買
っ
て
き
た
の
か
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
期
、
花
は
ま
だ
咲
か
な
い
の
で
、
お
雛
様
に
は
バ
ン
ケ
（
フ
キ
ノ
ト
ウ
）
を

供
え
て
飾
っ
た
。
バ
ン
ケ
は
雪
の
消
え
た
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
の
で
、
春
を
告
げ
る

植
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
バ
ン
ケ
は
天
ぷ
ら
や
バ
ン
ケ
味
噌
に
し
て
食
べ
た
と
い
う
。

家
で
の
縫
い
物
は
オ
バ
サ
マ
（
お
母
さ
ん
の
妹
）
が
や
っ
て
く
れ
て
、
ダ
ッ
プ
ラ
ー

（
モ
ン
ペ
）
や
ソ
デ
ナ
シ
な
ど
を
作
っ
て
く
れ
た
が
、
押
絵
の
雛
菓
子
の
よ
う
な
も
の

は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

吉
田
氏
の
話
か
ら
は
、
昭
和
初
期
の
農
村
部
で
は
、
専
ら
雛
祭
り
に
は
餅
を
用
い
た

菓
子
を
食
べ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
落
雁
の
雛
菓
子
も
購
入
し
て
い
た
こ
と
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）

菓
子
を
「
盛
る
」
意
味

庄
内
地
方
の
雛
菓
子
は
、
菓
子
の
種
類
は
異
な
る
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
の
菓

子
を
盛
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
式
の
基
層
に
は
、
島
台
の
発
想
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
守
貞
謾
稿
』（
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
降
）
は
、
島
台
に
つ
い
て
次
の
よ
う
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に
説
明
し
て
い
る

（（
1188
））

。

今
俗
は
、
島
台
と
蓬
来
は
二
物
と
し
、
島
台
は
婚
礼
の
飾
り
と
し
、
蓬
来
は
正
月

の
具
と
し
、
そ
の
製
も
別
な
り
。
今
製
の
島
台
は
、
図
の
ご
と
き
す
は
ま
台
に
、

色
糸
あ
る
ひ
は
染
紙
に
て
松
竹
梅
鶴
亀
等
を
造
る
。
ま
た
は
、
こ
れ
に
尉
と
姥
の

造
り
物
を
置
く
も
あ
り
。
元
来
、
蓬
来
の
島
台
、
風
流
に
製
す
な
れ
ば
、
定
制
な

し
と
い
へ
ど
も
、
洲
浜
台
に
三
山
あ
る
ひ
は
松
竹
な
ど
を
作
り
、
そ
の
下
に
肴
を

積
み
て
、
宴
会
に
備
ふ
る
な
り
。
今
世
は
、
三
都
と
も
蓬
来
同
制
な
れ
ど
も
、
京

阪
に
て
は
蓬
来
と
云
ふ
。
あ
る
ひ
は
俗
に
宝
来
の
字
を
用
ふ
る
も
あ
り
。
江
戸
に

て
は
蓬
来
と
云
は
ず
、
喰
積
と
云
ふ
。
く
ひ
つ
み
と
訓
ず

近
世
後
期
の
江
戸
で
は
、
島
台
は
上
方
に
山
や
松
竹
梅
を
置
き
、
下
方
に
肴
を
積
ん
で

祝
儀
の
飾
り
物
に
し
て
い
る
。
鶴
岡
市
内
で
見
ら
れ
る
雛
菓
子
に
、
海
の
幸
や
山
の
幸

が
盛
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
も
の
の
模
倣
か
ら
成
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。料

理
を
盛
る
こ
と
に
つ
い
て
、
神
崎
宣
武
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（（
1199
））

。

江
戸
の
料
理
茶
屋
の
宴
席
で
よ
く
み
ら
れ
た
の
が
盆
栽
飾
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

蓬
莱
台
や
洲
浜
。
蓬
莱
台
は
、
蓬
莱
、
す
な
わ
ち
聖
山
に
か
た
ど
っ
て
つ
く
っ
た

台
上
に
松
竹
梅
・
鶴
亀
・
尉
姥
な
ど
を
配
し
た
も
の
で
、
お
も
に
祝
宴
の
飾
り
も

の
と
さ
れ
た
。
洲
浜
は
、
島
の
裾
が
海
へ
差
し
出
し
た
か
た
ち
に
か
た
ど
っ
た
盤

で
、
岩
松
や
花
鳥
な
ど
瑞
祥
の
景
観
を
あ
し
ら
っ
た
飾
り
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

そ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
日
本
料
理
の
演
出
法
を
、
私
ど
も
は
文
化
と
し
て
つ
く
っ
て

．
．
．
．

き
た
。
家
庭
の
日
常
の
食
事
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
料
理
文
化
の
発
達
で
は
あ

っ
た
が
、
私
ど
も
は
そ
う
し
た
「
目
で
食
べ
る
」
感
覚
を
共
有
し
て
い
る
は
ず
で

あ
っ
た
。

日
本
料
理
同
様
、
自
然
の
恵
み
を
色
取
り
よ
く
盛
り
つ
け
た
盛
菓
子
は
、
眼
前
に
圧

縮
さ
れ
た
め
で
た
い
景
色
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
児
の
節
供
を
言
祝
ぐ
飾
り

物
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
長
崎
か
ら
伝
わ
っ
た
南
蛮
文
化
、
す
な
わ

ち
砂
糖
文
化
が
、
日
本
の
伝
統
的
な
飾
り
物
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
新
た
な
伝
統
を
各

地
に
形
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

雛
人
形
に
砂
糖
を
用
い
た
菓
子
を
盛
り
合
わ
せ
に
し
て
供
え
る
習
慣
は
、
金
沢
に
も

一
八
種
の
菓
子
を
盛
り
合
わ
せ
に
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
金
沢
で
は
現
在

で
も
女
児
が
生
ま
れ
る
と
、「
か
ご
盛
り
」
や
「
台
盛
り
」
に
し
た
金
花
糖
が
母
方
の

実
家
か
ら
雛
人
形
と
と
も
に
贈
ら
れ
る
と
い
う
習
慣
が
あ
る
。
こ
の
習
慣
は
も
と
も
と

上
流
階
級
に
限
ら
れ
、
一
般
化
す
る
の
は
明
治
以
降
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
明
治
初
期
、

先
の
金
沢
丹
後
の
上
野
山
下
店
で
は
、
三
月
に
、
大
小
の
折
詰
に
小
さ
な
生
菓
子
、
干

菓
子
、
有
平
糖
が
入
っ
た
「
雛
祭
り
菓
子
」
が
盛
大
に
売
り
出
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
、
金
沢
丹
後
の
番
頭
や
手
代
が
主
人
と
な
っ
た
店
で
は
、
子
ど
も
向
き
の
金
花
糖
菓

子
を
売
り
出
し
、
人
気
を
博
し
た
と
い
う

（（
2200
））

。

こ
こ
に
は
、上
流
階
級
で
重
用
さ
れ
て
い
た
飾
り
菓
子
が
一
般
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、

次
第
に
飾
り
の
意
味
が
失
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
捉
え
る
駄
菓
子
へ
と
変
化
し
た

過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
梅
津
菓
子
店
は
「
鶴
岡
駄
菓
子
」
で
も
有
名
だ
が
、
歴

史
の
中
で
、
同
様
の
過
程
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
金
花
糖
や
「
宮
城

野
」
の
よ
う
に
、
地
方
の
特
権
階
級
に
よ
っ
て
磨
き
抜
か
れ
た
菓
子
技
術
が
、
江
戸
の

よ
う
な
大
都
市
で
商
品
化
の
工
夫
が
施
さ
れ
、
再
び
地
方
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る

と
い
う
歴
史
的
変
遷
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
三
）

庄
内
地
方
の
雛
菓
子
の
歴
史

１
　
近
世
の
雛
菓
子
の
記
録

庄
内
地
方
で
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
な
雛
菓
子
を
用
意
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
近
世
の
記
録
で
は
ま
ず
、
酒
田
の
五
節
供
の
様
子
を
松
井
寿
鶴
斉
が
『
東
國
旅

行
談
』
の
中
に
記
し
て
い
る
。
松
井
寿
鶴
斉
は
如
何
な
る
人
物
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

序
文
に
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
と
あ
る

（（
2211
））

。
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國
風
俗
之
五
節
句

同
所
の
町
屋
在
々
ま
で
古
風
の
作
法
あ
り
、
往
昔
ハ
日
本
国
中
皆
か
く
の
ご
と
く

に
て
有
し
と
か
や
　
五
節
句
に
も
三
法
を
用
ゆ
る
事
也
　
正
月
は
橙
子
・

・

藻
塩
草
・
根
松
・
藪
柑
子
・
芝
朶

う
ら
じ
ろ

・
喰
積
台

く
い
つ
み
だ
い

こ
れ
な
り
、
当
所
の
海
に
ハ
海
老
な

し
、
寒
国
ゆ
へ
蜜
柑
も
な
し
、
三
月
に
は
桃
の
花
と
草
之
餅
を
積
合
す

五
月
は

粽
を
三
法
の
内
へ
の
る
ほ
ど
に
こ
し
ら
へ
て
五
ツ
づ
ゝ
把
て
載
る
、
七
月
七
日
ハ

梶
の
葉
を
し
き
て
素
麺
を
載
る
、
九
月
ハ
菊
の
は
な
に
餅
な
り
、
家
々
か
く
の
ご

と
し
、
家
内
に
は
鶴
亀
・
松
竹
ま
た
は
宝
づ
く
し
等
の
目
出
度
も
や
う
を
染
た
る

暖
簾
を
中
の
間
に
二
間
三
間
ば
か
り
の
あ
い
だ
に
か
け
て
、
手
代
麻
上
下
を
着
し

其
ま
へ
に
坐
し
、
件
の
三
方
を
礼
者
の
ま
へ
に
出
し
て
礼
を
受
る
。
ま
た
正
月
十

一
日
に
ハ
大
な
る
木
の
枝
に
梨
子
を
結
付
け
て
井
炉
裏
上
に
か
ざ
り
お
き
、
十
五

日
に
至
り
こ
れ
を
叩
お
と
し
て
祝
義
と
す
、
是
五
穀
成
就
の
祭
と
か
や

（
傍
線
筆
者
）

『
東
國
旅
行
談
』
に
は
、「
三
月
に
は
桃
の
花
と
草
之
餅
を
積
合
す
」
と
記
述
さ
れ
る
の

み
で
あ
り
、
特
に
雛
菓
子
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
桃
の
花
と
草

の
餅
を
「
積
合
す
」
と
い
う
表
現
に
は
気
を
つ
け
た
い
。
ま
た
、
節
供
に
客
が
訪
れ
る

部
屋
は
、
鶴
亀
・
松
竹
ま
た
は
宝
づ
く
し
な
ど
の
目
出
度
い
模
様
を
染
め
た
祝
儀
性
の

高
い
暖
簾
で
飾
り
、
客
人
か
ら
礼
を
受
け
取
る
時
は
、
そ
の
前
に
餅
な
ど
の
供
え
物
を

三
方
に
の
せ
て
出
す
と
い
う
。『
東
國
旅
行
談
』
で
は
、
節
供
の
食
べ
物
を
色
鮮
や
か

な
暖
簾
で
飾
っ
て
い
る
が
、
鶴
亀
・
松
竹
ま
た
は
宝
づ
く
し
な
ど
の
目
出
度
い
模
様
は

雛
菓
子
の
モ
チ
ー
フ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
庄
内
藩
主
酒
井
家
に
関
す
る
菓
子
の
記
録
に
は
、『
酒
井
様
御
菓
子
直
段
帳
』

（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
）
が
あ
る

（（
2222
））

。
表
紙
に
「
安
永
三
歳
甲
午
三
月
書
ヲ
天
明
五

歳
乙
巳
三
月
吉
日
写
」
と
あ
り
、
安
永
か
ら
天
明
年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
九
）、

庄
内
藩
主
酒
井
家
に
商
品
を
納
入
し
て
い
た
城
下
町
鶴
岡
の
菓
子
舗
「
笹
原
」
の
値
段

帳
で
あ
る
と
い
う
。
菓
子
は
「
煎
物
」「
打
物
」
な
ど
の
種
類
別
に
値
段
が
記
さ
れ
、

全
部
で
三
七
八
品
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
煎
物
の
「
鶴
の
子
」
が
一
斤
一
七
匁
八
分

二
厘
、
打
物
の
「
万
歳
香
」
が
一
斤
一
七
匁
で
あ
り
、
最
も
高
価
で
あ
る
が
、
全
体
的

に
菓
子
は
高
価
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
羊
羹
は
一
〇
切
れ
で
並
が
三
匁

七
分
、
上
が
七
匁
で
、
柏
も
ち
は
二
匁
、
団
十
郎
煎
餅
は
一
〇
枚
で
六
〇
文
で
あ
る
。

『
酒
井
様
御
菓
子
直
段
帳
』
に
は
雛
菓
子
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、
一
八
世
紀
末

の
鶴
岡
で
は
、
多
様
で
高
価
な
菓
子
を
作
る
菓
子
職
人
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

幕
府
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）、
贅
沢
を
禁
止
す
る
触
書
を
出
し
て
い
る
が
、

条
文
に
は
菓
子
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
。
こ
の
頃
、
日
本
各
地
で
高
価
な
菓
子
を
好
む

風
が
あ
り
、
幕
府
は
こ
れ
を
遺
憾
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
触
書
も

長
期
に
わ
た
っ
て
効
力
を
発
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
化
一
一
年
か

ら
一
二
年
（
一
八
一
四
〜
五
）
頃
の
鶴
岡
の
武
家
年
中
行
事
記
録
『
金
井
家
年
中
行
事
』

（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
月
朔
日

一
、
御
在
城
之
節
月
並
御
礼
相
止

一
、
上
下
山
王
獅
子
頭
今
日
ヨ
リ
出
、
中
ノ
申
ノ
日
祭
礼
、
酒
田
山
王
祭
祭
礼
同

断

一
、
雛
飾
、
都
鄙
日
、
ひ
い
な
の
く
わ
し
、
七
日
町
、
五
日
町
ヲ
上
品
ト
す

一
、
上
肴
町
よ
り
七
日
町
、
通
リ
丁
よ
り
荒
町
雛
店
出
ル

（
傍
線
筆
者
）

こ
こ
で
は
「
ひ
い
な
の
く
わ
し
」
と
明
記
さ
れ
、
七
日
町
と
五
日
町
の
菓
子
屋
の
も

の
が
「
上
品
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
『
金
井
家
年
中
行
事
』
の

七
日
町
は
、
先
の
『
酒
井
様
御
菓
子
直
段
帳
』
の
「
笹
原
」
が
七
日
町
に
屋
敷
を
か
ま

え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
菓
子
舗
「
笹
原
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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幕
末
の
こ
ろ
の
有
名
な
菓
子
屋
は
、
七
日
町
の
御
菓
子
所
笹
原
屋
清
七
、
五
日
町
の

御
菓
子
翠
屋
清
七
、
一
日
市
町
の
長
崎
屋
佐
藤
甚
右
衛
門
、
五
日
町
の
港
屋
小
池
弥
惣

治
で
あ
っ
た
い
う
が
、
こ
の
他
に
も
筬
橋
の
山
場
屋
久
右
衛
門
、
新
町
の
太
田
屋
小
右

衛
門
、
上
肴
町
の
久
栄
堂
な
ど
の
菓
子
屋
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（（
2233
））

。

菓
子
の
歴
史
を
辿
る
時
、
茶
の
歴
史
は
無
視
で
き
な
い
。
鶴
岡
で
は
茶
の
生
産
が
で

き
な
い
た
め
、
他
国
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
延
享
年
間
（
一
七
四
四
〜
四
八
）
に
は
、

庄
内
の
農
民
に
も
喫
茶
の
習
慣
が
で
き
、一
斤
三
十
文
の
茶
を
飲
ん
で
い
た
と
い
う
が
、

富
裕
層
は
一
斤
二
百
文
か
ら
三
百
文
の
煎
茶
を
愛
飲
し
て
お
り
、
文
化
文
政
期
に
な
る

と
、
一
斤
三
匁
四
匁
の
茶
を
江
戸
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

（（
2244
））

。
菓

子
も
茶
に
合
わ
せ
て
さ
ら
に
高
級
志
向
に
な
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
贅
沢
を
庄
内
藩
も
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）、「
近
来
町
方
売
買
の
品
其
外
茶
菓
子
料
理
等
甚
だ
華
美
に

相
成
り
云
々
」
と
の
理
由
か
ら
、
贅
沢
を
禁
じ
る
触
書
を
出
し
て
い
る

（（
2255
））

。

し
か
し
、
禁
令
が
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
風
俗
が
改
ま
り
に
く
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
守
貞
謾
稿
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る

（（
2266
））

。

雛
市

四
月
二
十
五
日
よ
り
、
幟
市
も
こ
れ
と
同
じ
と
い
へ
ど
も
、
雛
の
ご
と
く
に
は
買

人
盛
ん
な
ら
ず
。
ま
た
幟
・
兜
の
類
も
、
今
日
の
雛
人
形
お
よ
び
同
調
度
ほ
ど
は

美
な
ら
ず
。
ま
た
三
月
の
白
酒
ほ
ど
は
、
柏
餅
は
昌
な
ら
ず
。
惣
じ
て
女
子
に
係

る
こ
と
の
盛
ん
な
る
は
、
市
中
の
婦
女
、
多
く
武
家
に
奉
公
せ
し
者
に
て
、
大
名

の
奥
向
き
を
見
習
ふ
が
故
に
、
武
の
国
に
似
合
は
ず
、
女
事
に
昌
な
る
な
り
。
七

夕
の
笹
な
ど
も
、
こ
の
故
に
京
阪
よ
り
は
盛
ん
な
り
。

（
傍
線
筆
者
）

端
午
節
供
に
比
べ
て
上
巳
節
供
関
係
の
商
品
が
動
く
の
は
、
市
中
の
女
子
の
趣
向
が
大

名
の
奥
向
き
に
習
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
守
貞
の
見
方
は
的
を
射
て
い
る
。
明

治
期
に
な
っ
て
、
女
性
を
対
象
と
し
た
雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
を
飾
る
の
が
女
性
皇
族
で
あ

る
こ
と
や
、
現
在
で
も
雑
誌
専
属
の
「
カ
リ
ス
マ
モ
デ
ル
」
が
身
に
つ
け
て
い
た
も
の

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
守
貞
の
指
摘
し
た
女
子
の
心
性
に
通
ず
る
も

の
が
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
近
世
の
鶴
岡
の
雛
菓
子
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
鶴
岡
で
は
一
九
世
紀

の
初
め
、
武
家
で
は
「
ひ
い
な
の
く
わ
し
」
を
菓
子
屋
か
ら
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
し
か
も
、「
上
品
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
菓
子
屋
に
格
付
け
を
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
い
く
つ
も
の
菓
子
屋
で
雛
菓
子
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
菓
子
が
「
雛
菓
子
」
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら

な
い
。
一
八
世
紀
中
頃
の
江
戸
市
中
で
見
ら
れ
た
「
雛
菓
子
売
り
」（
前
述
『
宝
暦
現

来
集
』）
の
よ
う
な
存
在
の
有
無
も
不
明
で
あ
る
。

最
後
に
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
の
刊
行
で
、
近
世
の
雛
祭
り
の
様
子
を
記
し

た
『
庄
内
沿
革
誌

（（
2277
））

』
を
あ
げ
て
お
く
。

風
俗三

月
三
日
に
至
れ
は
上
巳
の
節
句
に
し
て
各
家
団
欒
酒
盃
を
傾
け
且
つ
雛
を
祭
る

か
為
め
毎
戸
座
敷
の
広
間
に
階
段
を
設
け
其
上
に
毛
せ
ん
を
敷
き
上
段
に
幕
を
張

り
て
人
形
置
絵
造
花
等
種
々
の
物
品
を
陳
列
し
て
之
れ
に
美
酒
佳
肴
菓
子
等
を
供

へ
て
親
族
知
友
互
に
相
見
る
を
楽
と
す
其
多
く
陳
列
す
る
家
は
弐
拾
畳
に
満
る
如

き
仰
山
な
る
も
の
あ
り

こ
こ
で
は
、
雛
飾
り
を
前
に
集
う
人
々
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
家
で
は
、
美
し

く
飾
り
立
て
ら
れ
た
座
敷
に
親
類
や
知
人
を
招
い
て
お
り
、
そ
の
前
で
大
人
た
ち
は
美

酒
に
酔
い
、
馳
走
を
食
べ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
雛
菓
子
は
、
こ
う
し
た
饗
宴
向
け
の
菓

子
で
あ
る
た
め
に
「
盛
菓
子
」
の
形
式
を
も
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
庄
内
沿

革
誌
』
に
は
、
端
午
の
節
供
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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五
月
は
端
午
の
節
句
に
て
毎
戸
朝
菖
蒲
湯
に
浴
し
軒
端
に
菖
蒲
ヨ
モ
キ
を
指
し
戸

主
は
朝
に
登
城
し
て
藩
主
に
謁
し
此
時
の
服
は
カ
タ
ビ
ラ
ノ
紋
服
に
麻
上
下
を
着

し
（
中
略
）
又
七
歳
未
満
の
男
子
あ
る
家
は
庭
前
に
小
旗
を
立
る
を
例
と
す
其
種

類
は
紋
を
染
出
し
た
る
旗
数
流
と
鍾
馗
の
像
を
画
き
た
る
旗
一
流
と
槍
及
青
龍
頭

弓
等
の
武
器
を
多
く
陳
列
す
（
中
略
）
毎
戸
笹
巻
を
製
し
て
之
を
祝
し
（
後
略
）

端
午
節
供
で
は
、
饗
宴
も
な
く
、
笹
巻
き
は
家
で
作
っ
て
お
り
、
上
巳
節
供
に
比
べ

る
と
地
味
な
印
象
を
う
け
る
。
ま
た
、
人
形
を
家
の
中
に
飾
る
上
巳
節
供
と
槍
な
ど
の

武
器
を
庭
前
に
飾
る
端
午
節
供
と
は
、
飾
り
物
の
見
せ
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

座
敷
の
中
を
見
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
家
々
の
内
情
を
見
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

実
は
こ
こ
に
、
鶴
岡
の
雛
祭
り
が
端
午
節
供
な
ど
他
の
祭
り
と
は
異
な
る
も
の
と
意
識

さ
れ
た
要
因
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
名
の
奥
向
き
に
習
っ
た
た
め
に
華
美
に

な
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
家
ご
と
の
競
争
意
識
も
働
い
て
い
た

で
あ
ろ
う
。

城
下
町
の
都
市
空
間
で
は
「
家
」
の
格
や
経
済
力
の
差
が
地
域
社
会
の
秩
序
と
な
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
鶴
岡
で
あ
れ
ば
、
酒
井
家
を
頂
点
と
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
明
確

に
存
在
し
て
い
た
。
家
の
中
に
ま
で
人
々
を
招
き
入
れ
る
雛
祭
り
は
そ
れ
が
明
確
に
示

さ
れ
る
場
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
心
性
に
支
え
ら
れ
、
今
日
の
雛
菓

子
の
あ
り
方
が
継
承
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
　
近
代
以
降
の
菓
子
の
記
録

明
治
以
降
の
雛
菓
子
の
様
子
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
菓
子
業
の

推
移
か
ら
確
認
す
る
。
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
に
は
、『
鶴
岡
沿
革
史
』（
鶴
岡
町
教
育
会

刊
　
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
））
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
記
録
の
中
に
「
菓
子
来
歴
」

と
題
す
る
、
鶴
岡
の
菓
子
業
の
成
り
立
ち
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

當
地
ニ
於
ケ
ル
菓
子
製
造
ノ
起
源
ハ
明
ナ
ラ
ス
ト
雖
口
碑
ニ
依
ル
ニ
今
ヲ
去
ル
百

七
十
□
年
前
鶴
岡
町
ニ
長
崎
屋
甚
左
ヱ
門
ナ
ル
者
ア
リ
。
飴
製
造
ノ
傍
飴
ニ
テ
丸

山
煎
餅
等
ノ
製
造
シ
タ
ル
ニ
始
マ
リ
シ
ヲ
云
フ
。
其
ノ
後
種
々
ノ
製
菓
ヲ
見
タ
ル

モ
飴
ヲ
以
テ
製
造
ス
ル
雑
菓
子
ノ
ミ
ナ
リ
シ
ヤ
。
天
保
年
間
ニ
至
リ
當
時
の
長
崎

屋
甚
左
ヱ
門
江
戸
ニ
出
テ
製
法
ヲ
習
得
シ
種
々
ノ
菓
子
ヲ
製
造
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル

モ
業
務
旺
盛
ナ
ラ
ズ
。
嘉
永
年
間
藩
制
ヲ
以
テ
製
造
家
ヲ
三
十
六
戸
ニ
限
定
シ
タ

ル
ヨ
リ
漸
次
順
調
ニ
向
上
タ
リ
。
維
新
後
ニ
至
リ
テ
ハ
各
地
ニ
同
業
者
続
出
シ
十

二
年
頃
ヨ
リ
蒸
菓
子
ノ
製
造
起
リ
需
用
生
産
共
に
増
加
セ
リ
。

資
料
に
よ
れ
ば
、
鶴
岡
で
菓
子
製
造
の
始
ま
り
は
長
崎
屋
甚
左
ヱ
門
と
い
う
菓
子
の
製

造
者
が
飴
や
丸
山
煎
餅
を
作
っ
た
こ
と
を
始
ま
り
と
し
、
甚
左
ヱ
門
が
天
保
年
間
に
江

戸
で
多
く
の
菓
子
の
製
法
を
習
得
し
た
後
、
嘉
永
年
間
に
藩
が
製
造
家
を
三
六
戸
に
限

定
し
て
技
術
を
向
上
さ
せ
た
と
い
う
。
先
の
『
酒
井
様
御
菓
子
直
段
帳
』
や
『
金
井
家

年
中
行
事
』
の
資
料
成
立
時
期
や
内
容
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
今
後
更
に
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
明
治
以
降
は
菓
子
業
者
が
増

え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
、
上
肴
町
の
横
山

喜
右
衛
門
が
卸
菓
子
業
を
開
店
す
る
た
め
の
願
書
を
書
い
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
菓
子

仲
間
の
存
在
が
わ
か
る

（（
2288
））

。
卸
菓
子
業
を
開
業
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
菓
子
の

需
要
が
増
え
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
も
ち
ろ
ん
砂
糖
の
供
給
が
十
分
に

な
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
明
治
時
代
、
鶴
岡
で
開
業
し
た
菓
子
屋
は
、
上
肴
町
豊
田
屋
、

日
和
町
信
濃
屋
、
海
老
島
船
見
屋
、
小
港
屋
、
下
肴
町
笹
原
清
吉
（
こ
の
笹
原
は
分
家
）、

木
村
屋
、
宝
町
大
松
屋
漆
山
永
吉
が
あ
り
、
大
正
時
代
で
は
、
一
日
市
町
小
松
屋
、
宝

町
大
海
屋
、
日
和
町
藤
見
屋
須
藤
善
治
、
八
間
町
冨
士
屋
石
川
福
田
郎
、
高
畑
町
住
吉

屋
本
間
周
策
、
亀
栄
町
信
濃
屋
諏
訪
悌
吉
、
馬
場
町
音
羽
屋
大
滝
悌
治
、
高
畑
町
松
島

屋
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（（
2299
））

。

大
名
や
豪
商
な
ど
、
特
権
階
級
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
菓
子
店
は
、
近
代
以
降
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は
庶
民
相
手
の
菓
子
店
や
洋
菓
子
店
へ
と
変
貌
し
な
が
ら
、
発
展
す
る
。

近
代
国
家
建
設
の
た
め
殖
産
事
業
の
推
進
も
ま
た
、
鶴
岡
の
菓
子
の
興
隆
を
後
押
し

し
た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
に
は
、
第
一
回
菓
子
講
習
会
が
公
会
堂
で
催
さ

れ
、
東
京
か
ら
和
洋
菓
子
連
合
技
術
奨
励
会
理
事
を
講
師
と
し
て
招
き
、
五
九
名
の
受

講
生
が
指
導
を
受
け
て
い
る

（（
3300
））

。
し
か
し
、
戦
時
体
制
と
と
も
に
砂
糖
は
統
制
さ
れ
、
鶴

岡
の
菓
子
文
化
も
風
前
の
灯
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
住
吉
屋
の
風
間
氏
か
ら
は
、
大
戦
後
、
す
ぐ
に
菓
子
作
り
を
再
開
し
た
と

聞
い
て
い
る
。
現
在
で
は
、
毎
年
一
〇
月
に
鶴
岡
菓
子
協
同
組
合
の
主
催
に
よ
る
「
つ

る
お
か
お
菓
子
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成
一
八
年
で
一
四
回
目
を
迎
え
た
。
こ

れ
は
、
市
内
の
菓
子
職
人
に
よ
る
「
工
芸
菓
子
」
の
展
示
会
と
品
評
会
で
あ
る
。「
工

芸
菓
子
」
は
食
べ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
日
本
の
花
鳥
風
月
を
「
見
せ
る
」
菓
子

の
飾
り
物
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
鶴
岡
の
菓
子
職
人
に
と
っ
て
、
雛
菓
子
と
と
も
に
、

こ
の
工
芸
菓
子
の
公
開
が
職
人
の
技
を
競
う
機
会
に
な
っ
て
お
り
、
洋
菓
子
部
門
か
ら

の
出
品
も
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
、
菓
子
は
鶴
岡
の
文
化
資
産
と
し
て
再
生

産
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
鶴
岡
の
菓
子
職
人
の
技
術
は
、「
飾
り
物
」
の
菓
子
技
術

を
磨
く
こ
と
で
受
け
継
が
れ
て
き
と
い
え
る
。

三
　
押
絵
雛
菓
子
と
細
工
物

鶴
岡
市
や
酒
田
市
内
の
庄
内
ひ
な
街
道
の
会
場
で
は
、
雛
菓
子
と
同
様
の
意
匠
が
縮

緬
な
ど
の
布
で
作
ら
れ
た
押
絵
の
雛
菓
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
〈
写
真
16
〉。
会
場

で
の
聞
き
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
製
作
年
代
は
第
二
次
大
戦
中
で
、
砂
糖
の
な
い

時
代
に
雛
菓
子
の
代
わ
り
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
飾
ら
れ
て
い
る
も

の
は
そ
れ
よ
り
も
新
し
い
物
に
見
え
た
。

押
絵
そ
の
も
の
が
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
現
存
す
る
押
絵
で

最
古
の
も
の
は
、
徳
川
秀
忠
の
娘
で
後
水
尾
天
皇
の
中
宮
と
な
っ
た
和
子
（
の
ち
の
東

福
門
院
）
の
手
に
よ
る
「
紀
貫
之
像
」（
宇
治
・
興
聖
寺
蔵
）
で
あ
る
と
い
う
。
寛
永

文
化
の
頂
点
に
君
臨
す
る
後
水
尾
上
皇
の
仙
洞
御
所
に
は
、
多
く
の
文
化
人
が
集
っ
た

が
、
女
院
の
押
絵
に
歌
仙
、
花
木
が
多
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
文
化
人
た
ち
の
影
響

と
も
考
え
ら
れ
る
。
文
化
人
に
と
っ
て
も
和
子
の
押
絵
を
拝
領
す
る
こ
と
は
名
誉
で
あ

り
、
千
宗
旦
は
「
青
漆
紅
及
台
子
」
な
ど
の
茶
道
具
を
調
達
し
た
返
礼
と
し
て
、
慶
安

三
年
（
一
六
五
〇
）、
女
院
か
ら
手
作
り
の
小
野
小
町
の
押
絵
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
女
院
は
、
女
院
御
用
達
の
呉
服
商
雁
金
屋
か
ら
夥
し
い
数
の
呉
服
を
買
い
上
げ

て
い
る
が
、
押
絵
の
材
料
は
、
こ
う
し
た
布
地
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

（（
3311
））

。

和
子
の
入
内
に
よ
っ
て
、
江
戸
で
も
有
職
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
、
和
子

が
武
家
文
化
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
押
絵
は
武
家
の
子
女
の
嗜
み
と
い
わ
れ
、
秋
田

や
松
本
を
は
じ
め
、
各
地
で
押
絵
の
雛
人
形
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
鶴
岡
で
も

内
裏
雛
や
歌
舞
伎
の
登
場
人
物
を
写
し
た
押
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
の
初
め

ま
で
、
鶴
岡
で
は
雛
壇
に
「
江
戸
絵
」
と
い
っ
て
錦
絵
を
飾
っ
た
と
い
う
が

（（
3322
））

、
押
絵
の

雛
人
形
と
錦
絵
を
照
合
す
る
調
査
は
、
今
後
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

本
章
で
は
、
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
押
絵
を
手
が
か
り
に
、
押
絵
の
雛
菓

子
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
一
）

庄
内
地
方
の
押
絵
雛
菓
子

雛
菓
子
に
比
べ
、
押
絵
雛
菓
子
の
制
作
者
に
関
す
る
伝
承
は
薄
く
、
押
絵
雛
菓
子
の

歴
史
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
可
能
な
限
り
の
聞
き
書
き
を
行
っ

た
。

【
事
例
１
】
酒
田
市
　
本
間
美
術
館
長
　
田
中
章
夫
氏
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庄
内
地
方
で
確
認
で
き
る
押
絵
雛
菓
子
の
中
で
、
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
酒
田
の
本

間
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
酒
田
出
身
で
鶴
岡
の
豪
商

で
あ
っ
た
風
間
家
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。

田
中
氏
は
か
つ
て
押
絵
の
雛
菓
子
に
つ
い
て
「
波
の
他
に
は
、
菊
水
（
或
い
は
旭
日
）、

短
冊
、
鶴
（
円
形
）、
亀
（
長
方
形
）、
富
士
に
松
（
ハ
ー
ト
形
）、
竹
梅
扇
面
、
鯛
、

鮃
、
蛤
、
宝
袋
、
竹
、
蕨
、
柿
、
桃
、
桜
桃
、
茸
（
松
茸
）、
土
筆
、
白
い
花
な
ど
十

九
種
が
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
が

（（
3333
））

、
こ
の
一
九
種
が
固
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
は
不

明
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
こ
の
押
絵
雛
菓
子
は
、
山
車
の
形
を
し
た
台
に
二
段
の
傘
が
付
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
傘
の
下
に
軍
配
や
宝
袋
な
ど
が
吊
さ
れ
た
「
傘
福
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
と

も
に
、
風
間
家
の
雛
人
形
の
飾
り
物
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

田
中
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
庄
内
地
方
に
お
い
て
、
押
絵
そ
の
も
の
の
伝
統
は
古
く

か
ら
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
間
美
術
館
所
蔵
の
風
間

家
の
資
料
に
は
、
額
に
入
っ
た
押
絵
が
あ
り
、
こ
の
押
絵
の
収
納
箱
の
内
側
に
「
酒
田

寺
町
　
雲
照
寺
　
老
母
七
十
五
歳
之
置
繪
　
明
治
廿
四
年
卯
四
月
吉
日
　
風
間
」
と
墨

書
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
墨
書
か
ら
は
、
近
世
末
に
生
ま
れ
た
女
性

に
よ
っ
て
押
絵
が
作
ら
れ
て
お
り
、
当
時
は
押
絵
を
「
置
絵
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。「
置
絵
」
の
語
は
『
庄
内
沿
革
誌
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

鶴
岡
や
酒
田
で
見
ら
れ
る
押
絵
の
雛
人
形
は
、
そ
の
多
く
が
明
治
期
に
作
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
田
中
氏
は
、
押
絵
の
雛
人
形
の
題
材
に
歌
舞
伎
の
登
場
人
物
な
ど
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
庄
内
地
方
の
黒
川
能
や
黒
森
歌
舞
伎
、
地
芝
居
な
ど
の

芸
能
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
し
て
い
る
。ま
た
、

雛
人
形
に
は
「
絵
紙
」
と
称
す
る
絵
も
飾
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
も
の
か
ら
押
絵

の
題
材
を
得
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
秋
田
県
横
手
市
で
は
「
絵
紙
」
は
富
山

の
薬
売
り
が
土
産
に
し
た
印
刷
物
の
こ
と
で
あ
る

（（
3344
））

。

ま
た
、
押
絵
の
雛
人
形
の
製
作
者
は
明
確
で
は
な
い
が
、
依
頼
主
は
裕
福
な
旦
那
衆

や
そ
の
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
酒
田
で
残
っ
て
い
る

押
絵
の
種
類
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
商
売
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
能
や
謡
、
歌
舞
伎
な
ど
の
知
識
が
あ
る
層
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
特
注
品
だ
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

本
間
美
術
館
で
は
、
戦
後
、
早
く
も
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
か
ら
雛
人
形
展
が

始
ま
っ
た
。
展
示
期
間
は
、
三
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
の
予
定
が
、
空
前
の
人
気
に
よ

っ
て
、
一
四
日
ま
で
日
延
べ
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
庄
内
地
方
の
人
々
に
と

っ
て
、
雛
人
形
が
太
平
の
世
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
雛
人
形
に
寄
せ
る
人
々
の
心

性
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
も
雛
人
形
の
展
示
が
継
続
し
て
開

催
さ
れ
る
中
で
、
風
間
家
か
ら
美
術
館
に
雛
人
形
が
預
け
ら
れ
、
押
絵
雛
菓
子
と
傘
福

も
同
時
に
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
酒
田
で
は
、
押
絵
雛
菓
子

は
こ
の
他
に
は
見
ら
れ
ず
、
風
間
家
の
も
の
が
む
し
ろ
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。酒

田
の
本
間
家
旧
本
邸
で
は
、
一
時
、
押
絵
雛
菓
子
を
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
市
内
で
細
工
物
を
指
導
し
て
い
た
女
性
が
、
風
間
家
の
押
絵
雛
菓
子
を

再
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
だ
と
い
う
。
販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
〈
写
真
17
〉。
箱
入
り
の
セ
ッ
ト
で
、
箱
の
内
側
に
は
押
絵
雛
菓
子
の
並
べ
方
が
図

で
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
並
べ
方
に
関
し
て
は
、
鶴
岡
の
菓
子
職
人
の
方
か
ら
意
見

が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
女
性
も
高
齢
の
た
め
製
作
が
困
難
と
な
り
、

現
在
は
中
断
し
て
い
る
。
今
後
は
そ
の
方
の
お
弟
子
さ
ん
が
作
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
事
例
２
】
鶴
岡
市
　
久
栄
堂
　
五
十
嵐
順
一
氏

久
栄
堂
の
五
十
嵐
氏
か
ら
は
、
菓
子
製
作
に
続
き
、
押
絵
雛
菓
子
関
す
る
伝
承
も
う

か
が
っ
た
。
こ
の
店
で
所
有
し
て
い
る
押
絵
雛
菓
子
は
、
近
所
で
御
殿
鞠
も
作
っ
て
い

た
女
性
の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
〈
写
真
18
〉。
現
在
、
そ
の
方
は
八
〇
歳
を
超
え
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る
高
齢
と
な
っ
た
た
め
、
施
設
に
入
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
詳
し
い
話
を
聞
く
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
の
近
所
に
は
、
こ
の
女
性
と
同
年
代
で
細
工
物
が
で
き
る

女
性
は
か
な
り
い
た
と
い
う
。

久
栄
堂
の
あ
る
本
町
三
丁
目
あ
た
り
は
、
か
つ
て
は
上
肴
町
と
呼
ば
れ
、
比
較
的
古

く
か
ら
の
家
が
残
っ
て
い
る
町
で
、
こ
う
し
た
押
絵
雛
菓
子
を
多
数
所
有
し
て
い
る
家

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
雛
祭
り
の
時
期
に
な
ら
な
い
と
押
絵
は
出
さ
な
い
の

で
、
他
家
の
も
の
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
、
三
〇
年
前
に
は
、
古

く
汚
れ
て
し
ま
っ
た
押
絵
雛
菓
子
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
も
い
た
と
い
う
。
雛

人
形
に
は
、
押
絵
の
雛
菓
子
の
他
に
、
竹
串
を
付
け
た
押
絵
の
人
形
を
立
て
た
り
、
人

形
を
屏
風
や
額
に
仕
立
て
た
り
し
て
飾
る
家
も
あ
る
と
い
う
。

五
十
嵐
氏
か
ら
は
、
お
盆
の
サ
ゲ
モ
ン
を
縮
緬
細
工
で
作
っ
て
い
る
家
が
あ
る
こ
と

も
聞
い
た
。
サ
ゲ
モ
ン
は
小
さ
な
打
ち
菓
子
で
あ
る
。
梅
津
菓
子
店
の
梅
津
氏
に
う
か

が
う
と
、
お
盆
に
な
る
と
、
仏
壇
の
前
に
二
本
の
棒
を
立
て
、
そ
の
間
に
縄
を
張
り
、

こ
こ
に
紐
が
つ
い
た
サ
ゲ
モ
ン
の
ナ
ス
、
リ
ン
ゴ
、
ホ
ウ
ズ
キ
、
シ
マ
ウ
リ
の
紐
と
紐

を
結
び
、
縄
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し
て
下
げ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
他
に
、
モ
ナ
カ
の
皮

で
で
き
た
ハ
マ
ナ
ス
（
ム
キ
ミ
カ
ン
と
も
呼
ん
で
い
る
）
に
糸
を
通
し
、
数
珠
の
よ
う

に
し
た
も
の
や
素
麺
な
ど
を
縄
に
下
げ
る
の
だ
と
い
う
。
昭
和
四
〇
年
頃
の
調
査
を
ま

と
め
た
『
庄
内
大
谷
の
民
俗
』
に
は
、
サ
ゲ
モ
ン
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
は
カ
ヤ
の
枝
を
二
本
挿
し
、
そ
の
間
に
縄
を
渡
し
、
こ
こ
に
桃
と
茄
子
を
模
し
た
粉

菓
子
を
結
ん
だ
も
の
と
、
数
珠
状
の
ハ
マ
ナ
ス
（
原
料
の
説
明
は
な
い
）
が
下
げ
ら
れ

て
い
る
図
と
、
盆
棚
の
前
と
墓
に
も
サ
ゲ
モ
ン
の
飾
り
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（（
3355
））

。

サ
ゲ
モ
ン
の
打
ち
菓
子
は
、
一
つ
が
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
五
十
嵐

氏
が
見
た
縮
緬
の
細
工
も
菓
子
と
同
様
に
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
雛
菓
子
だ
け

で
は
な
く
盆
行
事
に
使
う
飾
り
菓
子
も
押
絵
で
作
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
興
味
深
い
。

【
事
例
３
】
鶴
岡
市
陽
光
町
　
渡
部
啓
介
氏
（
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
）

渡
部
氏
は
押
絵
雛
菓
子
を
所
有
し
て
い
る
。
本
調
査
時
は
ま
だ
納
戸
か
ら
出
し
て
お

ら
ず
、
実
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
押
絵
雛
菓
子
の
作
り
手
に
つ
い
て
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
渡
部
氏
の
住
む
陽
光
町
は
、
か
つ
て
の
鍛
冶
町
で
、
隣
は
大

工
町
だ
っ
た
と
い
う
。
今
は
こ
の
町
に
も
押
絵
の
雛
菓
子
を
作
る
人
は
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
。

渡
部
家
に
残
る
押
絵
雛
菓
子
の
作
り
手
は
、
こ
の
家
の
斜
め
前
に
あ
る
桂
野
家
の
女

性
た
ち
で
あ
っ
た
。
桂
野
家
の
先
祖
は
庄
内
藩
の
お
抱
え
金
工
師
で
、
特
に
刀
の
鍔
の

技
術
に
秀
で
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
末
裔
に
桂
野
赤
文
氏
が
お
り
、
赤
文
氏
の
妻
と
、

そ
の
息
子
で
あ
る
文
克
氏
に
嫁
入
り
し
た
茂
子
氏
、
文
克
氏
の
妹
と
い
う
三
人
の
女
性

が
押
絵
雛
菓
子
を
作
っ
た
の
だ
と
い
う
。
渡
部
氏
の
祖
母
と
、
茂
子
氏
の
姑
は
仲
が
良

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
家
と
行
き
来
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
茂
子
氏
は
、
現
在
で

は
八
八
歳
を
超
え
て
お
り
、雪
の
時
期
は
山
形
市
内
で
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
に
は
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
た
。

茂
子
氏
の
姑
は
針
仕
事
に
長
け
て
お
り
、
茂
子
氏
は
こ
の
人
か
ら
細
工
物
を
教
え
て

も
ら
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
渡
部
氏
も
昭
和
二
三
、
四
年
頃
に
は
実
際
に
押
絵
を
作
る
様

子
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。三
人
は
裁
縫
台
の
前
に
座
っ
て
縫
い
物
を
し
て
お
り
、

米
粒
を
竹
ベ
ラ
で
錬
っ
て
糊
も
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
渡
部
氏
は
、
押
絵
の
雛
菓
子
に

は
「
旭
日
」
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
雛
菓
子
で
「
菊
一
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と

同
じ
形
で
あ
っ
た
。
名
称
の
違
い
は
、
鶴
岡
市
内
で
は
「
菊
一
」
と
同
じ
形
の
蒲
鉾
を

「
旭
日
」
と
呼
ぶ
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
雛
菓
子
以
外
に
は
、
縮
緬
で
作
っ

た
三
段
の
菱
餅
も
高
坏
に
の
せ
て
飾
り
、
兵
隊
さ
ん
の
押
絵
も
飾
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

押
絵
の
羽
子
板
も
作
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

桂
野
家
の
女
性
が
押
絵
を
商
い
に
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
裁
縫
を

習
い
に
来
て
い
た
人
は
い
た
そ
う
で
あ
る
。
渡
部
氏
は
、
押
絵
は
誰
も
が
作
れ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
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（
二
）

女
子
教
育
と
細
工
物

鶴
岡
市
羽
黒
町
手
向
の
土
岐
智
子
氏
（
昭
和
一
三
年
生
ま
れ
）
は
、
竹
串
を
つ
け
た

押
絵
の
雛
人
形
を
は
じ
め
〈
写
真
19
・
20
・
21
〉、
い
く
つ
か
の
押
絵
や
袋
物
な
ど
の

細
工
物
を
所
有
し
て
い
る
。
酒
田
市
新
町
の
生
家
に
あ
っ
た
も
の
を
譲
り
受
け
た
の
だ

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
製
作
者
は
、
智
子
氏
の
マ
ゴ
バ
ア
サ
ン
（
父
方
の
母
親
）
で
あ
っ

た
小
山
繁
代
氏
で
、
繁
代
氏
は
鶴
岡
の
女
学
校
に
通
っ
て
い
た
姉
の
中
村
と
よ
の
氏
と

と
も
に
こ
れ
ら
を
作
っ
た
と
い
う
。
智
子
氏
の
父
親
が
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に

生
ま
れ
て
お
り
、そ
の
母
で
あ
る
繁
代
氏
は
明
治
一
〇
年
頃
に
生
ま
れ
た
と
考
え
れ
ば
、

製
作
年
代
は
、
明
治
二
五
年
頃
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
回
、
特
に
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
一
つ
の
箱
の
中
に
納
め
ら
れ
た
細
工

物
類
三
二
点
で
、
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
〈
写
真
細
工
物
１
〜
32
〉。

〈
押
絵
〉菊

一
、
隠
れ
蓑
、
隠
れ
傘
、
打
出
の
小
槌
、
恵
比
寿
、
大
黒
、
誰
が
袖
、
熨
斗
、

女
雛
、
土
筆
、
菊
花
（
黄
）、
菊
花
（
赤
）、
桜
、
女
達
磨
、
達
磨
（
一
）、
達
磨

（
二
）

〈
袋
物
〉達

磨
（
三
）、
達
磨
（
四
）、
三
番
叟
、
宝
袋
、
折
鶴
、
亀
、
梅
、
椿
、
桜
、
酸
漿
、

鳩
、
鶯
、
鼠
、
貝
、
蝶
、
金
魚

土
岐
家
に
所
有
さ
れ
て
い
る
押
絵
や
袋
物
に
は
、
雛
菓
子
と
同
じ
意
匠
の
も
の
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
、
雛
飾
り
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

袋
物
は
、
か
つ
て
香
袋
や
琴
爪
入
れ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
が
、
明
治
四
二
年

に
出
版
さ
れ
、
女
学
校
の
裁
縫
教
材
と
し
て
盛
ん
に
使
わ
れ
た
教
科
書
『
裁
縫
お
さ
い

く
も
の

（（
3366
））

』
に
は
、「
お
さ
い
く
も
の
」
と
し
て
、
以
下
の
二
五
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

〈
写
真
22
〉。

●
鼠
袋
、
兎
袋
、
●
蝶
袋
、
小
勝
袋
、
●
蛤
袋
、
●
梅
袋
、
●
桜
袋
、
桔
梗
袋
、
●
椿

袋
、
菖
蒲
袋
、
●
ほ
う
づ
き
袋
、
●
男
達
磨
袋
、
女
達
磨
袋
、
這
人
形
袋
、
座
人
形
袋
、

●
三
番
叟
袋
、
雛
鳥
袋
、
●
鶯
袋
、
雀
袋
、
●
折
鶴
、
座
鶴
袋
、
鯉
袋
、
●
金
魚
袋
、

蝦
袋
、
亀
袋

こ
の
う
ち
、
土
岐
家
の
袋
物
と
共
通
す
る
も
の
に
は
●
印
を
付
し
た
が
、
そ
の
数
は
一

二
種
に
の
ぼ
る
。

細
工
物
に
関
す
る
研
究
は
、
家
政
学
で
は
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
青
木
茂

美
は
、
明
治
、
大
正
期
の
裁
縫
書
、
手
芸
書
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
お
細
工
物
」

「
裁
縫
細
工
物
」
は
、
明
治
・
大
正
期
の
女
子
教
育
の
中
で
重
要
な
教
科
で
あ
っ
た
裁

縫
の
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
縮
緬

細
工
の
モ
チ
ー
フ
に
は
、「
植
物
」
が
も
っ
と
も
多
く
用
い
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、
松
、

竹
、
梅
、
桜
、
桔
梗
、
椿
、
菊
、
菖
蒲
、
牡
丹
、
蓮
な
ど
を
あ
げ
、
花
鳥
風
月
や
四
季

の
風
物
詩
を
織
り
込
ん
だ
作
品
群
が
多
く
を
占
め
て
い
る
と
い
う

（（
3377
））

。
土
岐
家
の
細
工
物

に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

土
岐
家
の
細
工
物
の
製
作
は
、『
裁
縫
お
さ
い
く
も
の
』
の
出
版
よ
り
も
古
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
出
版
さ
れ
た
『
女
学
裁
縫
教
授
書
』

（
金
田
孝
女
・
金
田
孫
三
郎
著
　
大
阪
市
）
に
も
達
磨
巾
着
、
ひ
よ
こ
、
猫
、
梅
巾
着
、

折
鶴
、
這
い
子
、
猿
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
〇
年
代
以
前
か
ら
、
細
工
物
に

は
あ
る
程
度
の
型
が
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

村
越
信
子
は
、
梶
山
彬
の
記
し
た
『
高
等
女
技
お
さ
い
く
物
極
意
』（
栄
文
館
書
店

大
正
一
一
年
　
全
国
高
等
女
学
校
及
同
程
度
女
学
校
参
考
書
）
の
序
文
か
ら
、
女
子
教

育
の
場
で
細
工
物
が
推
奨
さ
れ
た
背
景
に
は
、
美
の
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
家
政
経
済

に
ま
で
視
野
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る

（（
3388
））

。
そ
こ
に
は
「
家
政
経
済
の
観
念
に
富

み
、
且
つ
美
術
思
想
に
伴
う
て
、
日
に
月
に
之
が
製
作
を
試
み
ら
る
る
こ
と
の
盛
ん
な

る
は
、
実
に
家
庭
の
た
め
将
た
国
家
の
為
め
、
祝
す
べ
き
事
と
云
は
ね
ば
為
ら
ぬ
。」

と
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
梶
山
に
よ
る
『
女
子
技
芸
　
和
洋
お
さ
い
く
物
新
書
』（
広
文

堂
　
明
治
四
五
年
　
全
国
高
等
女
学
校
及
同
程
度
女
学
校
参
考
書
）
の
序
文
に
比
べ
、

国
家
が
強
調
さ
れ
た
一
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
だ
け
で
国
家
的
な
意
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志
が
働
い
て
い
た
と
い
う
結
論
は
い
さ
さ
か
短
絡
的
か
も
し
れ
な
い
が
、
近
代
の
女
子

教
育
が
家
庭
内
の
育
児
と
家
事
の
徹
底
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
家
庭
経

済
を
管
理
す
る
こ
と
は
国
家
に
貢
献
す
る
こ
と
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

鶴
岡
で
は
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
伊
藤
鶴
代
が
県
の
認
可
を
受
け
「
山
形

県
鶴
岡
市
私
立
裁
縫
学
校
」
を
開
校
し
て
い
る
。
鶴
岡
裁
縫
学
校
で
は
、
高
等
女
学
校

卒
業
者
ば
か
り
で
な
く
、
小
学
校
卒
業
者
も
入
学
さ
せ
た
た
め
、
定
員
の
二
倍
に
達
す

る
希
望
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
校
の
学
校
行
事
で
は
成
績
品
展
覧
会
と
バ
ザ
ー
が
有

名
で
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
、
三
月
一
〇
日
か
ら
三
日
間
、
生
徒
成
績
品
展

覧
会
を
開
催
し
、
洋
服
、
編
物
、
小
細
工
物
、
作
文
、
習
字
等
を
陳
列
し
、
雛
人
形
を

飾
り
、
来
賓
に
対
し
て
食
事
を
供
し
、
そ
の
利
益
は
学
校
に
寄
附
し
た
と
い
う

（（
3399
））

。
こ
こ

で
売
ら
れ
た
小
細
工
物
が
、
土
岐
家
に
の
こ
さ
れ
た
よ
う
な
細
工
物
だ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
成
績
発
表
を
兼
ね
た
バ
ザ
ー
が
、
雛
祭
り
の
し
つ
ら
え
の
中

で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
を
払
い
た
い
。

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
県
立
酒
田
高
等
女
学
校
で
行
わ
れ
た
記
念
バ
ザ
ー
の

風
景
を
写
し
た
絵
葉
書
が
あ
る
〈
写
真
23
〉。
人
形
や
御
殿
毬
、
子
ど
も
服
が
陳
列
さ

れ
、
そ
の
前
に
五
人
の
女
性
が
座
っ
て
そ
れ
ら
を
眺
め
て
い
る
。
近
世
の
鶴
岡
の
雛
祭

り
で
は
、
家
々
の
格
や
経
済
力
を
誇
示
し
た
飾
り
物
が
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
た
が
、
学

校
で
行
わ
れ
た
雛
祭
り
は
、
成
績
優
秀
な
女
学
生
の
手
に
よ
る
細
工
物
で
飾
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
選
ば
れ
た
少
女
の
誇
ら
し
い
気
持
ち
は
い
か
ば
り
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
明
治
、
大
正
期
の
細
工
物
に
つ
い
て
、
藤
本
ト
シ
子
氏
は
『
花
が
た
み
』

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（（
4400
））

。

「
細
工
も
ん
は
お
針
を
卆
え
て
か
ら
行
く
も
ん
や
」
と
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す

か
ら
、
お
細
工
も
の
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
「
お
裁
縫
は
一
通
り
習
い

終
え
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
本
科
を
終
了
し
て
専
攻
科
へ
進
ん
だ
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
誰
も
彼
も
が
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
だ
け
に
、
少
し

誇
ら
し
く
、
と
て
も
楽
し
い
習
い
ご
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

家
族
の
衣
服
が
女
の
手
に
頼
っ
て
い
た
時
代
、
針
が
上
手
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
重

か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
当
時
の
都
市
部
の
女
学
生
の
時
間
割
で
は
、
国
語

と
並
ん
で
家
事
、
裁
縫
が
も
っ
と
も
多
く
の
授
業
数
を
占
め
て
い
た
が
、
女
学
生
の
本

音
は
「
国
語
」
は
好
き
だ
が
「
裁
縫
」
は
嫌
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

裁
縫
が
実
用
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
つ
く
こ
と
に
対
す
る
拒
否
感
を
あ
げ
て
い
る
が

（（
4411
））

、

鶴
岡
裁
縫
学
校
に
通
う
少
女
た
ち
の
意
識
と
の
落
差
を
感
じ
さ
せ
る
。

鶴
岡
市
で
は
、
昭
和
四
年
か
ら
不
景
気
が
深
刻
化
す
る
と
、
低
所
得
者
の
生
活
救
済

手
段
と
し
て
副
業
の
奨
励
費
を
予
算
に
計
上
し
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
は
婦

女
の
副
業
と
し
て
、「
押
絵
講
習
会
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
押
絵
が
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

（（
4422
））

。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
庄
内
地
方
の
押
絵
は
、
近
代
女
子
教
育
と
と
も
に
作
り
手
の

裾
野
が
広
が
り
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
頃
の
作
り
手
が
、
押
絵
の
雛
菓
子
の
担
い
手
で
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）

新
た
な
雛
祭
り
の
飾
り
物
「
傘
福
」
の
信
仰

現
在
で
は
、
押
絵
雛
菓
子
の
作
り
手
に
関
す
る
伝
承
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
け
な
く
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る
雛
祭
り
の
飾
り
物
に
、
縮
緬
細
工
の

「
傘
福
」
が
あ
る
。

本
間
美
術
館
に
風
間
家
の
古
い
傘
福
が
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
一
般
的
に
目

に
す
る
傘
福
は
、
安
産
や
子
ど
も
の
成
長
祈
願
の
た
め
に
寺
社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
猿
、
桃
、
海
老
な
ど
、
縁
起
物
の
縮
緬
細
工
を
作
っ
て
傘
の
下
に
吊
る
し
、
傘

ご
と
本
堂
の
天
井
に
下
げ
て
い
る
。
本
間
美
術
館
の
田
中
氏
は
、
酒
田
市
（
旧
松
山
町
）

の
総
光
寺
に
は
こ
う
し
た
傘
福
が
あ
る
と
い
い
、
安
産
祈
願
の
他
に
も
針
の
上
達
の
よ

う
な
現
実
的
な
祈
願
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
美
術
館
に
は
新
堀
の
慶
全
寺
か
ら
、
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
作
ら
れ
た
傘
福
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
意
外
に
も
、
こ
の
傘

福
の
細
工
物
の
下
に
は
、
男
性
の
名
前
を
記
し
た
短
冊
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
傘
福
は
、
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酒
田
市
内
に
は
、
旧
松
山
町
の
心
光
寺
、
高
砂
の
日
吉
神
社
に
も
あ
る
と
い
う
。

筆
者
は
数
箇
所
で
、
地
域
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
傘
福
を
確
認
し
た
。
ま
ず
、
鶴
岡
市

七
日
町
の
観
音
堂
で
あ
る
〈
写
真
24
〉。
観
音
堂
は
常
時
施
錠
さ
れ
て
お
り
、
堂
内
で

見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
傘
福
に
下
が
っ
て
い
る
短
冊
を
見
る
と
、
本
間
美
術

館
の
も
の
と
は
違
っ
て
、
女
性
の
名
前
が
多
か
っ
た
。
細
工
物
の
褪
色
具
合
か
ら
、
奉

納
さ
れ
て
か
ら
何
十
年
か
を
経
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
近
く

の
三
光
町
の
地
蔵
堂
に
も
傘
福
が
下
が
っ
て
い
た
。
三
光
町
に
は
、
延
命
地
蔵
と
子
安

地
蔵
を
祭
る
二
箇
所
の
地
蔵
堂
が
あ
る
。
筆
者
が
見
た
の
は
延
命
地
蔵
を
祭
る
お
堂
で

あ
っ
た
。
鶴
岡
市
内
で
は
、
傘
福
の
伝
承
を
聞
き
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
傘

福
を
見
た
地
域
に
は
、
観
音
講
や
地
蔵
講
な
ど
の
組
織
は
あ
り
、
現
在
も
高
齢
の
女
性

た
ち
が
こ
こ
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
傘
福
の
作
り
手
も
こ
の
女
性
た
ち
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

鶴
岡
の
傘
福
に
関
し
て
、『
青
竜
寺
民
俗
誌
』
の
「
安
産
祈
願
」
の
項
目
に
次
の
よ

う
な
報
告
が
あ
る

（（
4433
））

。

青
竜
寺
の
境
内
の
地
蔵
様
に
お
参
り
す
る
。
三
月
二
四
日
と
八
月
二
四
日
、
あ
る

い
は
八
月
の
最
終
日
曜
日
に
は
、
各
家
の
最
も
若
い
嫁
が
寺
に
集
ま
り
、
安
産
と

子
ど
も
の
成
長
を
祈
る
。
寺
の
地
蔵
は
安
産
と
子
安
の
神
で
あ
る
。
家
の
前
に
あ

る
地
蔵
様
も
お
産
の
神
様
で
あ
る
。
妊
婦
は
安
産
祈
願
に
腹
巻
や
カ
サ
ブ
ク
を
作

っ
て
納
め
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
出
来
な
い
人
が
カ
サ
ブ
ク
を
作
っ
て
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
子
ど
も
を
授
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
、
鶴
岡
市
内
で
は
、
安
産
祈
願
や
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
、

神
仏
に
傘
福
を
作
っ
て
奉
納
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

酒
田
市
内
で
は
、
酒
田
市
海
向
寺
で
傘
幅
を
確
認
し
た
〈
写
真
25
〉。
海
向
寺
の
傘

福
は
、
粟
島
水
月
観
世
音
菩
薩
を
本
尊
に
祀
る
観
音
堂
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
住
職
の

伊
藤
隆
文
師
の
お
話
で
は
、
傘
福
は
安
産
と
婦
人
病
平
癒
祈
願
の
た
め
、
江
戸
時
代
末

に
は
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
あ
る
程
度
風
化
す
る
と
処
分
し
て
い
た
こ

と
と
、
昭
和
五
〇
年
代
の
酒
田
の
大
火
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
古
い
物
が
現
存
せ
ず
、
正

確
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
現
在
の
傘
福
は
、
八
日
講
の
講
員
の
中
で
、
針
仕
事
が

達
者
な
人
が
近
年
奉
納
し
た
も
の
で
、
飾
り
物
の
数
な
ど
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

傘
福
の
習
俗
は
、
一
時
期
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
七
年

（
二
〇
〇
五
）
に
酒
田
商
工
会
議
所
女
性
会
が
創
立
二
五
周
年
の
記
念
に
傘
福
を
復
活

さ
せ
て
以
来
、
息
を
吹
き
返
し
た
よ
う
で
あ
る
。
庄
内
ひ
な
街
道
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
中

は
、
酒
田
の
旧
山
王
ク
ラ
ブ
を
会
場
に
、
静
岡
県
稲
取
の
「
つ
る
し
雛
」、
福
岡
県
柳

川
の
「
さ
げ
も
ん
」
と
と
も
に
傘
福
を
飾
り
、
そ
の
飾
り
物
の
数
で
観
光
客
を
圧
倒
し

て
い
る
〈
写
真
26
〉。
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
一
一
月
一
五
日
に
は
、
会
員
約
一

〇
〇
名
ほ
ど
で
、「
傘
福
く
ら
ぶ
」
も
発
足
し

（（
4444
））

、
新
た
な
伝
承
の
場
と
し
て
、
酒
田
中

央
高
校
で
は
、
地
域
文
化
を
知
る
教
養
講
座
の
中
で
傘
福
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
講
師

は
酒
田
商
工
会
議
所
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
が
務
め
、
生
徒
は
縁
起
物
の
猿
、
桃
、
三
角

の
三
種
類
の
細
工
物
に
挑
戦
し
た
と
い
う

（（
4455
））

。

こ
の
よ
う
に
、
傘
福
は
雛
祭
り
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
、
傘
幅
に
は
、
安
産
や
針
の
上
達
と
い
っ
た
祈
願
の
奉
納
物

と
し
て
の
成
り
立
ち
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
女
性
が
細
工
物
に
願
い
を
託
し
た
と
い
う

点
で
、
押
絵
雛
菓
子
と
同
一
の
心
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
雛
祭
り
の
飾
り
物
と
淡
嶋
信
仰
と
の
関
わ
り
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
き

た
い
。
川
越
雄
助
は
秋
田
県
横
手
市
の
押
絵
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

中
で
、
古
老
か
ら
「
お
雛
様
は
淡
嶋
様
だ
」
と
語
る
の
を
聞
い
た
体
験
と
と
も
に
、
淡

嶋
願
人
の
祭
文
か
ら
、
淡
嶋
信
仰
と
雛
祭
り
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る（（

4466
））

。
祭
文
は
、

「
淡
嶋
明
神
は
天
照
皇
神
宮
の
六
番
目
の
姫
君
で
、
住
吉
の
后
と
な
っ
た
が
、「
う
る
さ

い
病
」
を
受
け
た
た
め
空
ろ
舟
で
流
さ
れ
、
三
月
三
日
に
淡
嶋
に
着
い
た
。
そ
の
後
、

巻
物
で
雛
形
を
刻
ん
だ
こ
と
が
雛
祭
り
の
始
ま
り
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
淡

嶋
神
社
の
本
社
は
和
歌
山
市
加
太
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
た
だ
く
淡
嶋
守
雛
は
、
海
上
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安
全
と
婦
人
の
安
産
、
婦
人
病
平
癒
に
抗
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
信
仰
が
、

上
方
か
ら
庄
内
地
方
に
持
ち
込
ま
れ
、
女
性
の
願
い
を
聞
き
届
け
る
淡
嶋
信
仰
と
女
児

の
節
供
と
し
て
の
雛
祭
り
と
が
深
く
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
は
安
産
祈
願
の
傘
福
を
寺
社

に
奉
納
す
る
習
俗
や
雛
祭
り
に
傘
福
を
飾
る
習
俗
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
い
う
道
筋

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、
羽
黒
町
手
向
で
は
、
女
児
が
誕
生
す
る
と
、
絵
馬
に
立
雛
を

描
い
た
「
チ
ョ
ン
ベ
ッ
コ
サ
マ
」〈
写
真
28
〉
を
集
落
の
神
社
に
さ
か
ん
に
奉
納
し
た

と
い
う

（（
4477
））

。
こ
う
し
た
習
俗
も
淡
嶋
信
仰
と
雛
人
形
の
信
仰
と
の
関
係
上
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に
　

近
世
後
期
の
鶴
岡
に
は
、
菓
子
の
島
台
と
も
い
え
る
雛
菓
子
が
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
も
と
も
と
は
、
鶴
岡
で
も
「
諸
国
風
俗
問
状
答
」
の
長
岡
領
に
あ
っ
た
花
の
島

台
が
飾
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
名
や
豪
商
が
も
た
ら
し
た
有
職

菓
子
は
、
菓
子
職
人
と
い
う
専
門
職
の
手
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
祝
儀
性
が
付
加
さ
れ
、

雛
菓
子
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
雛
菓
子
を
継
承
さ
せ
る
力
に
な
っ
た
も
の
は
、
主
に

上
級
武
士
や
豪
商
の
求
め
に
応
じ
た
職
人
の
技
術
で
あ
る
。

全
国
的
に
は
、
農
村
地
域
に
も
、
年
中
行
事
の
飾
り
物
を
作
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
き

た
。
ま
た
都
市
の
正
月
飾
り
な
ど
の
飾
り
物
を
周
辺
の
農
村
地
帯
が
支
え
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
早
く
か
ら
芸
術
性
の
高
い
文
化
を
も
ち
、
豊
か
な
経
済
力
を
擁
し
た

都
市
の
よ
う
に
、
年
中
行
事
の
飾
り
物
が
専
業
者
の
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ラ
エ

テ
ィ
を
も
っ
て
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
菓
子
職
人
の
技
術
は
、
従
来
の

民
俗
学
で
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
農
村
と
異
な
る
民
俗
的
世
界
で
培
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

守
屋
毅
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
幕
府
が
発
し
た
雛
人
形
の
触
書
で
は
、

「
雛
」「
同
諸
道
具
」
の
他
に
「
子
供
持
及
び
候
人
形
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

享
保
期
に
は
雛
祭
り
か
ら
雛
飾
り
へ
の
過
渡
期
で
あ
り
、
雛
遊
び
の
本
来
の
趣
旨
は
、

あ
く
ま
で
も
人
形
で
遊
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
玩

具
商
の
動
向
は
、
一
回
き
り
の
使
用
を
前
提
と
し
て
き
た
「
作
り
物
」
を
、
繰
り
返
し

て
使
用
に
耐
え
る
遊
戯
具
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
遊
戯
具
の
鑑
賞
化
を
目
指
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
て
お
き
た
い
」
と
述
べ
る

（（
4488
））

。
雛
菓
子
が
鑑
賞
化
し
て
い
っ
た
過
程
に
も
、

同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

藩
主
の
酒
井
家
が
、
維
新
後
も
居
を
移
さ
な
か
っ
た
庄
内
地
方
で
は
、
現
在
も
近
世

以
来
の
秩
序
が
継
承
さ
れ
た
た
め
、
家
格
、
家
序
が
如
実
に
繁
栄
す
る
雛
祭
り
も
ま
た
、

飾
り
物
と
と
も
に
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

一
方
で
、
雛
人
形
の
飾
り
物
と
し
て
、
押
絵
の
雛
菓
子
が
登
場
し
た
。
こ
の
担
い
手

は
「
裁
縫
」
を
学
ん
だ
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、
家
で
は
な
く
自
分
の
裁

縫
の
腕
を
飾
り
物
に
託
し
た
の
で
あ
り
、
雛
人
形
の
飾
り
物
を
鶴
岡
の
都
市
周
辺
に
拡

大
し
て
い
く
役
目
も
果
た
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

辻
惟
雄
は
「
飾
る
行
為
は
、
そ
れ
が
人
間
の
本
性
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
化

を
形
づ
く
る
う
え
で
の
根
源
的
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
点
で
、「
遊
び
」
と
恐
ら
く
共

通
の
地
盤
を
も
ち
、
遊
び
に
劣
ら
ず
重
要
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
面
へ
の
文
化
史

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
だ
。（
中
略
）

日
本
の
装
飾
美
術
に
驚
く
べ
き
力
を
与
え
て
い
る
の
は
、「
装
飾
」
に
対
す
る
精
神
で

は
な
く
て
「
装
飾
す
る
精
神
」
そ
の
も
の
な
の
だ
。（
中
略
）
日
本
の
装
飾
美
術
の
独

自
な
構
造
が
、
生
活
史
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
、
飾
る
行
為
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、

よ
り
鮮
明
に
、
動
的
に
浮
か
び
あ
が
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う

（（
4499
））

。

庄
内
地
方
で
は
、
雛
菓
子
、
押
絵
細
工
物
、
そ
し
て
傘
福
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
飾
り
物
と
と
も
に
雛
人
形
を
飾
り
続
け
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
生
活
と
関
わ
り
な

が
ら
飾
り
物
が
定
着
化
し
て
い
く
一
つ
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
雛
祭
り
の
飾
り
物
か
ら
い
う
な
ら
、
辻
の
い
う
「
装
飾
す
る
精
神
」
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と
は
、
庶
民
の
希
求
し
た
「
上
昇
志
向
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
。

本
稿
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
、
雛
祭
り
の
飾
り
物
で
も
あ
る
御

殿
鞠
を
は
じ
め
、
鶴
岡
の
婚
礼
、
葬
式
の
飾
り
物
、
さ
ら
に
、
隣
接
地
域
の
水
引
細
工

や
嫁
暖
簾
な
ど
の
飾
り
物
な
ど
に
も
調
査
範
囲
を
広
げ
、
飾
り
物
の
定
着
化
と
い
う
視

点
か
ら
日
本
の
民
俗
を
見
直
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
致
道
博
物
館
の
犬
塚
幹
士
氏
、
酒
井
賀
世
氏
、
鶴
岡
市
郷
土

資
料
館
の
秋
保
良
氏
、
酒
田
市
立
資
料
館
の
小
野
忍
氏
、
羽
黒
町
の
土
岐
彰
氏
に
は
ご

教
示
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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の
「
雛
菓
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介
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落
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［Summary］

Decorations and Offerings for Hinamatsuri in the Shonai District: 
Hinagashi and Oshie-hinagashi

HATTORI Hiromi

This paper considers the establishment of folk techniques in cities by discussing the details of

decorations and offerings accompanying hina dolls during hinamatsuri (doll’s festival) in Shonai

district.

In the castle town of Tsuruoka and the mercantile city of Sakata during the modern period,

daimyo lords, shipping agents, wealthy merchants and wealthy farmers bought the most

luxurious hina dolls from Kyoto and Edo. Today, these dolls are exhibited to the public and are

accompanied by hinagashi, or colorful hina sweets, and oshie-hinagashi, or padded cloth pictures,

imitating hinagashi. As the doll’s festival approaches, one can find at shops in the Shonai district

which sell Japanese sweets, assortments of various kinds of sweets such as aruhei (candy),

rakugan (sugar cake) and nerikiri (sweet bean cake), which are valued for their outstanding

decorativeness. 

A study of hinagashi in various parts of Japan as recorded in documents of the modern period

shows that there was a difference in the kinds of sweets used as hinagashi. For example,

although yomogimochi (mugwort-flavored rice cake) and hishimochi (diamond-shaped rice cake in

three layers of red, white and green) were used throughout the country, hinagashi like rakugan

made to look like birds or fish were found only in the Kinki and eastern Shikoku districts. In a

document recording the annual events of the warrior class in Tsuruoka, it is written that “hiina

no kashi” (literally, sweets for hina dolls) were bought from a sweets shop in the castle town. It

may be said, then, that such custom of hinagashi has been continued until today.

It is the techniques of the Japanese sweets makers, especially those who were able to respond

to the demands of the upper class warriors and wealthy merchants, that were responsible in

continuing this tradition. Generally, decorations and offerings used in annual events of the

farming districts were made at home while those used in the cities were made at neighboring

farming districts. However, in cities having sophisticated culture and ample economic power, a

variety of decorations and offerings for annual events were developed by specialists. Furthermore,

in castle towns where the differences in family status and economic power created social order of

the district, hinamatsuri held at home to which people were invited was the occasion to display

the family’s status and economic power. It is also believed that hinamatsuri became a place for
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Japanese sweets makers to compete in their skills. 

The people who made oshie-hinagashi, on the other hand, were thought to be women who

learned sewing as part of their school education after the Meiji period. They showed their sewing

skills by making decorations and offerings. Moreover, it is believed that they played a role in

spreading decorations and offerings for hina dolls to areas surrounding the city of Tsuruoka.

In the Shonai district many kinds of decorations and offerings other than hinagashi and

oshie-hinagashi have been decorated and offered at hinamatsuri. These include such things as

kasafuku, or strings of lucky objects hung from parasols, and gotenmari, or hand-embroidered

balls. It may be said that this tradition is a concrete example of how decorations and offerings

take root in close relation with the life of the people and that in it one can see a glimpse of the

common people’s desire to rise in the world. 






